
税金・融資のご相談、保険医年金・休業保障・グループ保険のお問い合わせは☎078－393－1805へ。

(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞

第 号
発行所　兵庫県保険医協会

　　　　 〠650-0024 神戸市中央区海岸通1丁目2-31
　　　　 神戸フコク生命海岸通ビル5F ☎078･393･1801
　　　　 （1部350円送料共･年間購読料12,000円）
　　　　 振替01190-1-2133
（会員の購読料は会費に含まれています）

http://www.hhk.jp/

　

滑
稽
な
こ
と
に
21

世
紀
に
お
い
て
も
、

市
井
の
発
明
家
の
中

に
、
永
久
磁
石
や
地

球
の
重
力
、
バ
ネ
等

を
用
い
、
夢
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に

通
じ
る
永
久
運
動
機
関
を
特
許
申

請
す
る
者
が
い
る
よ
う
だ
が
、
19

世
紀
の
帝
国
主
義
国
家
に
と
っ
て

は
、
食
糧
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保

は
最
重
要
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
に
植
民
地
争
奪
戦
、
国
家
間

の
戦
争
が
繰
り
返
さ
れ
た
▼
イ
ギ

リ
ス
で
興
っ
た
産
業
革
命
で
は
、

蒸
気
機
関
か
ら
始
ま
り
、
石
油
を

原
料
と
す
る
内
燃
機
関
に
進
展
し

た
。
優
れ
た
内
燃
機
関
を
有
す
る

こ
と
は
、
国
家
の
浮
沈
に
か
か
わ

る
大
命
題
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス

の
貴
公
子S.Carnot

は
水
車
か

ら
、
ド
イ
ツ
の
国
粋
主
義
者

Clausius

は
大
砲
か
ら
、
そ
し
て

米
国
の
研
究
者Gibbs

ら
天
才
科

学
者
は
熱
力
学
研
究
か
ら
、
熱
力

学
第
２
法
則
（
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
）

の
概
念
を
得
た
▼
ウ
ィ
ー
ン
大
学

教
授Boltzmann

は
、
量
子
統
計

力
学
の
観
点
か
ら
、
エ
ン
ト
ロ
ピ

ー
は
あ
る
系
で
の
分
子
の
確
率
分

布
の
逆
数
の
対
数
の
平
均
値
で
あ

る
と
証
明
し
た
。
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー

の
理
論
は
宇
宙
普
遍
の
原
理
で
、

人
知
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
く
、

永
久
運
動
機
関
は
絶
対
不
可
能
で

あ
る
▼
国
家
レ
ベ
ル
で
の
現
代
日

本
のAnalogy

は
、
累
卵
の
ご
と

く
危
う
い
原
発
で
あ
ろ
う
。
御
用

学
者
が
安
全
性
を
述
べ
て
も
、
絶

対
安
全
な
原
発
は
物
理
法
則
か
ら

し
て
あ
り
え
な
い
。
自
民
党
は
マ

ス
コ
ミ
を
利
用
し
て
、
原
発
を
止

め
れ
ば
日
本
経
済
が
破
綻
す
る
と

喧
伝
し
、
安
全
第
一
で
あ
る
の
に

採
算
や
経
済
性
に
問
題
を
狡
猾
に

す
り
替
え
て
い
る
が
、
本
音
は
核

技
術
温
存
の
た
め
か
？　

廃
棄
物

の
処
理
に
し
て
も
、
半
減
期
は
10

万
年
以
上
も
か
か
る
が
、
い
っ
た

い
誰
が
責
任
を
取
る
の
か
？ （
鼻
）
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医
療
機
関
の
継
承
予
定

医
療
機
関
の
継
承
予
定

３
割
が「
閉
院
」

３
割
が「
閉
院
」

白井聡氏（左上）が新自由主義の問題点などを
講演。オンラインを合わせて53人が参加した

協会の調査結果をしん
ぶん赤旗（左）と神戸
新聞（下）が報道　　

図１　自分の医療機関の将来展望

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ
、
新
自
由
主
義
と
決
別
し
よ
う
―
―
。
協

会
は
１
月
９
日
、
協
会
会
議
室
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
で
、
新
春
政

策
研
究
会
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
を
ど
う
作
る
か
？
〜
『
武
器
と
し
て

の
「
資
本
論
」』
か
ら
考
え
る
〜
」
を
開
催
。
京
都
精
華
大
学
専
任
講

師
の
白
井
聡
氏
が
講
師
を
務
め
、
53
人
（
会
場
25
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
28

人
）
が
参
加
し
た
。

　

自
身
の
医
療
機
関
の
将
来
に
つ
い
て
「
不
安
」
が
半
数
―
―
。
協
会

が
昨
年
７
月
に
実
施
し
た
２
０
２
０
年
会
員
意
見
実
態
調
査
結
果
で
、

地
域
医
療
を
担
う
開
業
医
の
将
来
展
望
に
つ
い
て
、
約
半
数
が
不
安
を

抱
い
て
い
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
低
診
療
報
酬
に
加
え
、

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
現
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
結
果
に
つ

い
て
神
戸
新
聞
と
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
が
報
道
し
た
。
今
号
か
ら
分
野
別
に

順
次
、
調
査
結
果
を
紹
介
す
る
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
１
月
17
日
で
、
26
年
を
迎
え
た
。
17
日
に

は
メ
モ
リ
ア
ル
集
会
が
神
戸
市
内
で
開
か
れ
、
参
加
者
は
犠
牲
者
を
追

悼
す
る
と
と
も
に
、
被
災
者
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
て
生
活
と
生
業

の
復
興
を
実
現
し
よ
う
と
確
認
し
た
。
理
事
長
談
話
を
掲
載
す
る
。

（
17
日
の
企
画
の
詳
細
は
２
面
）

　

白
井
氏
は
、
日
本
の
政
治
家
は

誰
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

の
責
任
を
取
ろ
う
と
し
て
い
な
い

と
批
判
。
福
島
第
一
原
発
事
故
後

も
見
ら
れ
た
政
治
の
無
責
任
さ

は
、
８
月
15
日
を
「
終
戦
の
日
」

と
し
て
「
敗
戦
を
否
認
」
し
、
戦

争
責
任
す
ら
誰
も
と
ろ
う
と
し
な

ア
メ
リ
カ
で
は
大
統
領
選
で
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
が
敗
北
し
、
バ
イ
デ

ン
新
政
権
は
左
派
的
政
策
を
打
ち

出
す
な
ど
変
化
の
兆
し
が
出
て
い

る
が
、
菅
首
相
は
前
政
権
か
ら
変

化
が
全
く
見
ら
れ
な
い
と
指
摘
し

た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
危
機
は
、
こ
れ
ま

で
の
日
本
や
ア
メ
リ
カ
の
新
自
由

主
義
的
政
策
の
問
題
点
を
い
っ
そ

う
露
呈
さ
せ
た
と
紹
介
。
新
自
由

主
義
は
、「
小
さ
な
政
府
」
や
規

制
緩
和
、
市
場
原
理
主
義
、
自
己

責
任
論
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人

間
の
内
面
的
な
価
値
観
や
行
動
原

理
な
ど
「
魂
」
ま
で
を
資
本
の
論

理
に
取
り
込
む
と
の
見
解
を
述

べ
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
危
機
を
政
策

転
換
の
き
っ
か
け
と
す
る
こ
と
が

大
事
だ
と
訴
え
た
。

　

医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
国
民

皆
保
険
制
度
の
堅
持
が
重
要
で
あ

り
、
バ
イ
デ
ン
新
政
権
が
公
的
保

険
制
度
を
拡
充
し
て
民
間
保
険
市

場
が
縮
小
し
て
し
ま
え
ば
、
日
本

へ
の
市
場
開
放
の
圧
力
が
強
ま
る

こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
と
述
べ
た
。

か
っ
た
頃
か

ら
変
わ
ら
な

い
と
し
た
。

　

昨
年
８
月

ま
で
の
安
倍

政
権
は
、
こ

の
「
敗
戦
の

否
認
」
の
典

型
だ
と
指

摘
。
辞
任
時

も
、
新
型
コ

ロ
ナ
危
機
へ

対
応
で
き
ず

追
い
詰
め
ら

れ
た
た
め
に

も
関
わ
ら

ず
、「
体
調

不
良
」
と
Ｐ

Ｒ
し
、
政
策

の
問
題
を
ご

ま
か
し
た
と

批
判
し
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
26
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
震
災
に
よ
り

６
４
３
４
人
の
方
が
亡
く
な
り
、

３
人
の
方
が
行
方
不
明
と
な
っ
て

い
ま
す
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
は
、

年
齢
別
で
は
９
歳
以
下
が
２
５
２

人
、
10
〜
19
歳
３
１
７
人
、
20
〜

29
歳
が
４
７
２
人
と
、
20
代
を
中

心
に
多
く
の
若
い
方
が
命
を
落
と

さ
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
命
の
尊

さ
に
年
齢
差
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
方
々
が
そ
の
後
歩
ん
だ
で
あ

ろ
う
26
年
間
に
思
い
を
馳
せ
、
残

さ
れ
た
方
々
の
胸
中
を
察
す
る
と

心
が
痛
み
ま
す
。
謹
ん
で
哀
悼
の

意
を
表
し
ま
す
。

　

家
族
や
大
事
な
人
を
突
然
失
っ

た
悲
し
み
は
、
年
月
を
経
れ
ば
癒

さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
特
に
子

ど
も
を
失
っ
た
親
、
親
を
失
っ
た

子
ど
も
の
心
の
空
白
は
、
私
た
ち

の
想
像
を
は
る
か
に
超
え
、
あ
の

日
以
前
に
戻
り
た
い
と
思
う
方
が

ほ
と
ん
ど
で
し
ょ
う
。
被
災
者
の

心
情
を
本
当
に
理
解
す
る
こ
と
は

叶
わ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

想
像
し
、
寄
り
添
い
、
そ
し
て
そ

の
希
望
を
実
現
す
る
努
力
は
今
も

可
能
で
す
。

　

震
災
後
に
、
心
身
や
生
活
の
回

復
の
た
め
の
環
境
は
整
え
ら
れ
て

き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
震
災
発
生

以
来
、
私
た
ち
は
「
人
間
の
尊
厳

あ
る
暮
ら
し
の
再
建
」
を
実
現
す

べ
く
、
絶
え
ず
国
・
県
に
対
し
て

被
災
者
支
援
の
拡
充
を
主
張
し
、

活
動
し
て
き
ま
し
た
。
被
害
が
特

に
大
き
か
っ
た
長
田
区
で
は
、
町

並
み
は
瀟
洒
に
な
り
ま
し
た
が
、

人
々
の
生
活
、
賑
わ
い
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
は
復
興
し
な
い
ま
ま
で

す
。
新
長
田
駅
南
地
区
の
再
開
発

事
業
や
、
借
り
上
げ
復
興
住
宅
の

退
去
問
題
は
「
復
興
災
害
」
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
起
こ
る
と
さ
れ
て

い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
も
含
め
、

地
震
は
、
人
間
や
社
会
の
都
合
に

合
わ
せ
て
く
れ
ま
せ
ん
。「
自
己

責
任
論
」
が
堂
々
と
ま
か
り
通
る

今
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
と
自
然
災
害

が
重
な
れ
ば
、
極
め
て
悲
惨
な
状

況
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

毎
年
１
月
17
日
に
は
、
災
害
へ

の
準
備
を
怠
ら
な
い
気
持
ち
を
新

た
に
し
、
震
災
の
教
訓
を
生
か
し

た
備
え
を
万
全
と
す
る
と
と
も

に
、「
大
型
、
ハ
コ
モ
ノ
、
上
か

ら
目
線
」
の
「
創
造
的
復
興
」
を

許
さ
な
い
と
い
う
認
識
を
共
有
す

る
機
会
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
追
悼

の
催
し
物
は
縮
小
さ
れ
ま
し
た

が
、
亡
く
な
っ
た
方
々
や
そ
の
家

族
を
思
い
や
り
、
記
憶
を
風
化
さ

せ
な
い
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
被

害
の
少
な
か
っ
た
人
々
の
役
割
と

言
え
ま
す
。
今
は
ネ
ッ
ト
で
の
動

画
も
あ
り
情
報
を
入
手
す
る
こ
と

も
容
易
で
す
。

　

26
年
目
の
１
月
17
日
を
迎
え
た

今
こ
そ
、
も
う
一
度
震
災
を
思
い

起
こ
し
、
教
訓
を
新
た
に
し
て
、

ご
自
身
の
で
き
る
こ
と
を
考
え
る

き
っ
か
け
と
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

理
事
長　
　

西
山　

裕
康

コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ

震
災
を
思
い
起
こ
そ
う

談 話 阪
神
・
淡
路
大
震
災

阪
神
・
淡
路
大
震
災
2626
年年

自
分
の
医
療
機
関
の
将
来

半
数
が
「
不
安
」

　

会
員
意
見
実
態
調
査
は
、
１
９

８
８
年
よ
り
２
年
に
１
度
、
診
療

報
酬
改
定
の
年
に
、
会
員
の
意
見

を
広
く
把
握
し
、
協
会
活
動
に
生

か
す
た
め
に
、
医
療
・
社
会
保
障

か
ら
政
治
・
経
済
に
至
る
ま
で
、

情
勢
に
応
じ
た
質
問
で
調
査
を
行

っ
て
い
る
。

　

調
査
で
「
自
分
の
医
療
機
関
の

将
来
展
望
」
に
つ
い
て
聞
い
た
と

こ
ろ
、「
不
安
が
あ
る
」
が
49
・

５
％
と
約
半
数
を
占
め
、「
分
か

ら
な
い
」
が
28
・
８
％
、「
大
丈

夫
」
が
15
・
８
％
と
な
っ
た
（
図

１
）。「
不
安
が
あ
る
」
の
割
合
は

２
年
前
の
44
・
２
％
か
ら
５
ポ
イ

る
。

　

医
科
・
歯
科
別
で
は
、「
不
安

が
あ
る
」
と
回
答
し
た
比
率
が
医

科
は
47
・
０
％
に
対
し
、
歯
科
は

55
・
４
％
と
歯
科
の
方
が
高
く
、

低
診
療
報
酬
と
深
刻
な
受
診
抑
制

が
続
く
歯
科
会
員
に
医
療
機
関
の

不
安
が
強
い
こ
と
が
う
か
が
わ
れ

る
。 

（
３
面
に
つ
づ
く
）

会
員
意
見
実
態
調
査　

２
紙
で
報
道

政策研究会講演録
オンライン診療も「立ち止まるべき」

主張　国民生活を支える予算へ
　　　抜本的な組み換えを

４面

２面

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

研
面
究 ８面歯科定例研究会より　成功例ではわからない!!

インプラントのトラブルは何故起こるのか？（上）

１月28日　核兵器禁止条約が発効
２月４日　音楽によるリラックス療法（仮）
２月11日　 骨粗しょう症

「医療知ろう！」放送中!!「医療知ろう！」放送中!!
ラジオ関西番組出演　ラジオ関西番組出演　毎週木曜19時25分頃～毎週木曜19時25分頃～

AM558kHz／1395kHz（但馬）　FM91.1MHz

新春政策研究会
「ポストコロナ社会をどう作るか？～『武器としての「資本論」』から考える～」

市場原理主義市場原理主義かからら脱却すべき時脱却すべき時

A. 大丈夫
15.8％

B. 不安がある
49.5％

C. 分からない
28.8％

D. その他  2.8％ 無回答  3.3％

ン
ト
上
昇
し
て

お
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大

が
強
く
影
響
し

た
と
考
え
ら
れ
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１
月
17
日
、「
阪
神
・
淡
路
大

震
災
26
年
メ
モ
リ
ア
ル
集
会
」

（
主
催
：
阪
神
・
淡
路
大
震
災　

救
援
・
復
興
兵
庫
県
民
会
議
）
が

「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
自
然
災

害
に
ど
う
立
ち
向
か
う

か
」
を
テ
ー
マ
に
神
戸
市

内
で
開
催
さ
れ
、
会
場
に

41
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
76

人
が
参
加
し
た
。
協
会
か

ら
は
、
武
村
義
人
・
加
藤

擁
一
両
副
理
事
長
が
参
加

し
た
。

　

復
興
県
民
会
議
か
ら
代

表
委
員
の
畦
布
和
隆
氏

が
、
１
９
９
８
年
の
被
災

者
生
活
再
建
支
援
法
成
立

な
ど
、
26
年
間
の
た
た
か

い
の
成
果
を
報
告
。
昨
年

は
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
も
、

「
借
り
上
げ
住
宅
追
い
出

し
問
題
」
の
解
決
を
め
ざ

し
裁
判
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
や
、
被
災
者
生
活
支
援

法
の
支
援
対
象
の
拡
大
な
ど
の
成

果
が
あ
っ
た
と
強
調
し
た
。

　

東
北
か
ら
は
、
ふ
く
し
ま
復
興

共
同
セ
ン
タ
ー
代
表
委
員
の
斎
藤

富よ
し

春は
る

氏
が
、「
東
日
本
大
震
災
10

年　

今
、
福
島
で
お
こ
っ
て
い
る

こ
と
」
と
し
て
、
福
島
原
発
の
ト

リ
チ
ウ
ム
汚
染
水
の
海
洋
放
出

や
、
汚
染
土
壌
の
再
利
用
計
画
、

震
災
に
便
乗
し
て
大
企
業
を
呼
び

込
む
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー

ス
ト
（
国
際
研
究
産
業
都
市
）
構

想
」
な
ど
の
問
題
点
に
つ
い
て
解

説
し
た
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災

後
の
運
動
の
成
果
と
し
て
、
野
党

４
党
が
「
原
発
ゼ
ロ
基
本
法
案
」

を
国
会
に
提
出
し
、
市
民
と
野
党

の
共
通
政
策
に
「
原
発
ゼ
ロ
実

現
」
が
盛
り
込
ま
れ
る
な
ど
、
共

闘
の
広
が
り
を
挙
げ
た
。

　

ひ
ょ
う
ご
震
災
復
興
借
り
上
げ

住
宅
協
議
会
運
営
委
員
の
段
野
太

一
氏
は
、
10
年
間
に
わ
た
る
「
借

り
上
げ
住
宅
問
題
」
の
た
た
か
い

に
つ
い
て
報
告
し
た
。
裁
判
で
は

敗
訴
が
続
い
た
も
の
の
、
兵
庫
県

で
は
話
し
合
い
に
よ
り
希
望
者
ほ

ぼ
全
員
の
継
続
入
居
が
実
現
、
神

戸
市
で
も
団
地
ご
と
に
継
続
入
居

を
実
現
さ
せ
、
知
人
同
士
で
同
じ

団
地
へ
の
転
居
が
可
能
と
な
る
な

ど
の
成
果
が
あ
っ
た
と
報
告
し

た
。
大
阪
高
裁
で
裁
判
が
続
い
て

い
た
西
宮
市
で
も
、
７
世
帯
中
４

世
帯
５
人
で
和
解
が
成
立
す
る
な

ど
、
和
解
に
よ
る
解
決
が
進
め
ら

れ
て
き
た
と
成
果
を
強
調
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
は
災
害
で
あ
る

コ
ロ
ナ
禍
は
災
害
で
あ
る

記
念
講
演

記
念
講
演

　

津
久
井
進
弁
護
士
は
、「
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
災
害
と
人
権
」
と

題
し
て
記
念
講
演
。
ま
ず
、「
感

染
症
流
行
」
は
、
地
震
や
洪
水
な

ど
と
同
じ
く
災
害
の
一
つ
と
定
義

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。
こ
れ

ま
で
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら

の
教
訓
を
も
と
に
、
災
害
法
制
を

適
用
す
る
な
ど
災
害
時
と
同
様
の

対
応
を
日
本
全
体
で
行
う
必
要
が

あ
る
と
強
調
し
た
。
感
染
者
や
そ

　

協
会
は
12
月
３
日
、
75
歳
以
上

の
高
齢
者
の
医
療
費
窓
口
負
担
原

則
２
割
化
阻
止
と
、
新
型
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
医
療
機
関
の
減
収
へ
の

補
填
を
求
め
て
国
会
要
請
行
動
を

実
施
。
武
村
義
人
・
川
西
敏
雄
両

副
理
事
長
が
参
加
し
、
桜
井
周
衆

議
院
議
員
（
立
憲
）
と
、
清
水
忠

史
衆
議
院
議
員
（
共
産
）
が
面
会

に
応
じ
た
。

　

桜
井
議
員
は
要
請
に
対
し
、

「
予
備
費
の
７
兆
円
を
ま
ず
医
療

機
関
の
減
収
補
填
に
振
り
向
け
る

べ
き
だ
。
冬
の
ボ
ー
ナ
ス
も
払
え

な
い
よ
う
な
状
態
で
あ
り
、
こ
の

ま
ま
で
は
医
療
崩
壊
し
て
し
ま

う
。
医
療
機
関
に
は
自
助
努
力
を

求
め
、
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
は
予
算
を
使
う
の
は
お
か
し

い
」
と
し
た
。
武
村
副
理
事
長

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
専
用
病
院
と
さ

れ
た
十
三
市
民
病
院
で
、
職
員
の

退
職
が
相
次
い
で
い
る
こ
と
を
紹

介
し
た
の
に
対
し
、「
大
阪
維
新

の
会
が
今
ま
で
病
院
を
つ
ぶ
し
て

き
た
こ
と
が
根
本
問
題
。
住
民
投

票
な
ど
で
患
者
を
増
や
し
て
き
た

ツ
ケ
が
府
民
に
来
て
い
る
」
と
維

新
の
会
を
批
判
し
た
。

　

清
水
議
員
は
、「
野
党
４
党
で

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
特
措
法
改

正
案
を
提
出
し
た
。
医
療
機
関
の

減
収
補
填
と
し
て
給
付
金
や
財
政

上
の
措
置
を
め
ざ
し
た
い
」
と
し

論
議
を
先
行
さ
せ
て
い
る
が
、
財

源
難
の
根
本
は
、
日
本
の
社
会
保

障
費
に
お
け
る
公
費
負
担
と
企
業

負
担
が
少
な
い
こ
と
だ
。
政
府
・

大
企
業
に
応
分
の
負
担
を
求
め
れ

ば
、
高
齢
者
負
担
を
上
げ
る
必
要

が
全
く
な
い
こ
と
を
確
認
し
た

い
」
と
訴
え
た
。
集
会
で
は
、
竹

田
智
雄
保
団
連
理
事
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
禍
で
の
75
歳
以
上
の
２
割
負

担
導
入
阻
止
を
テ
ー
マ
に
講
演
。

武
村
義
人
・
協
会
副
理
事
長
が
閉

会
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

た
。
医
療
崩
壊
が
起
こ
り
つ
つ
あ

る
こ
と
に
対
し
て
は
、「
医
療
機

関
の
ス
タ
ッ
フ
数
が
平
時
か
ら
ギ

リ
ギ
リ
な
の
が
問
題
。
医
師
も
看

護
師
も
世
界
的
に
見
て
非
常
に
少

な
い
。
今
こ
そ
、
医
療
費
亡
国
論

の
間
違
い
を
た
だ
す
機
会
だ
」
と

語
っ
た
。
２
月
に
協
会
が
公
立
・

公
的
病
院
の
統
廃
合
に
つ
い
て
情

報
提
供
し
、
国
会
で
取
り
上
げ
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、「
総
務
省
は

『
感
染
症
対
応
に
不
備
が
あ
る
の

は
そ
の
通
り
』
と
認
め
た
。
今
の

情
勢
を
リ
ー
ド
す
る
内
容
だ
っ
た

と
思
う
」
と
し
た
。

社
会
保
障
拡
充
へ

社
会
保
障
拡
充
へ

公
費
負
担
の
引
き
上
げ
を

公
費
負
担
の
引
き
上
げ
を

国
会
内
集
会

国
会
内
集
会

　

午
後
に
は
、
国
会
内
で
、「『
み

ん
な
で
ス
ト
ッ
プ
！
負
担
増
』
学

習
交
流
集
会
」
を
開
催
。
オ
ン
ラ

イ
ン
を
含
め
91
人
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
で
住
江
保
団
連
会
長
が

「
菅
政
権
は
、
社
会
保
障
改
悪
の

◇
出
席　

22
人

◇
情
勢　

政
府
の
全
世
代
型
社
会

保
障
検
討
会
議
で
75
歳
以
上
の
医

療
費
の
窓
口
負
担
引
き
上
げ
を
め

ぐ
り
議
論
が
行
わ
れ
た
。
菅
義
偉

首
相
は
「
年
末
に
取
り
ま
と
め
る

最
終
報
告
で
結
論
を
得
た
い
」
と

表
明
し
た
。
日
本
医
師
会
は
「
新

型
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

て
お
り
、
高
齢
者
に
追
い
打
ち
を

か
け
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
し

て
、
２
割
負
担
は
限
定
的
に
す
べ

き
だ
と
主
張
。
健
康
保
険
組
合
連

合
会
は
、
現
役
世
代
の
保
険
料
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
「（
75
歳
以

上
の
）
52
％
を
２
割
負
担
に
す
る

必
要
が
あ
る
」
と
し
た
。

◇
医
療
運
動
対
策　

協
会
明
石
支

部
の
要
請
活
動
が
実
り
、
明
石
市

が
高
３
ま
で
所
得
制
限
な
し
で
医

療
費
窓
口
負
担
を
無
償
化
す
る
こ

と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
医
療
活
動　

①
モ
デ
ル
ナ
社
、

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
、
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ

カ
社
の
各
ワ
ク
チ
ン
の
保
存
温
度

・
使
用
期
限
・
有
効
率
の
比
較
、

②
病
原
体
検
査
の
指
針
（
第
２

版
）、
③
商
業
施
設
等
に
対
し
冬

場
に
お
け
る
「
換
気
の
悪
い
密
閉

空
間
」
を
改
善
す
る
た
め
の
換
気

方
法
（
厚
生
労
働
省
）
等
が
報
告

さ
れ
た
。
ま
た
、
④
２
０
２
１
年

度
介
護
報
酬
改
定
に
お
け
る
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
人

員
配
置
基
準
の
新
設
（
看
護
師
比

率
６
割
の
要
件
化
）
等
が
報
告
さ

れ
た
。

◇
組
織
強
化
月
間
と
共
済
普
及
対

策　

組
織
現
勢
は
増
勢
を
続
け
、

７
６
３
５
人
と
な
っ
た
こ
と
、
新

規
開
業
医
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
（
１

／
31
）
す
る
こ
と
等
が
報
告
さ
れ

た
。

 

（
11
月
28
日　

理
事
会
よ
り
）

　

１
月
18
日
に
国

会
が
開
会
し
た
。

今
国
会
で
は
、
２

０
２
０
年
度
３
次

補
正
予
算
や
21
年

度
本
予
算
が
審
議
さ
れ
る
。
ま

た
、
後
期
高
齢
者
の
窓
口
負
担

２
割
化
の
法
案
も
提
出
さ
れ
る

見
込
み
だ
。
国
民
生
活
に
重
大

な
影
響
を
与
え
る
こ
れ
ら
の
予

算
案
や
法
案
の
徹
底
審
議
を
与

野
党
に
要
求
し
た
い
。

　

21
年
度
予
算
案
で
は
、
医
療

・
社
会
保
障
予
算
の
「
自
然

増
」
を
、
昨
年
を
上
回
る
１
３

０
０
億
円
も
削
減
し
、
薬
価
の

切
り
下
げ
等
と
合
わ
せ
、
医
療

費
は
１
・
５
％
減
と
さ
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
で

も
、
医
療
機
関
の
減
収
補
填
は

計
上
さ
れ
ず
、
公
的
病
院
の
統

廃
合
も
予
定
通
り
推
進
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
一
方
で
、
軍
事

費
は
７
年
連

続
で
過
去
最

高
を
更
新
、

デ
ジ
タ
ル
庁

の
創
設
や
マ

イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
強

引
な
普
及
な
ど
財
界
主
導
の
施

策
も
目
立
つ
。

　

第
３
次
補
正
予
算
に
関
し
て

も
、
持
続
化
給
付
金
や
家
賃
支

援
金
の
打
ち
切
り
、
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ

ト
ラ
ベ
ル
・
イ
ー
ト
の
継
続
な

ど
、
緊
急
事
態
宣
言
下
の
状
況

に
逆
行
す
る
内
容
で
あ
る
。
両

予
算
と
も
、
不
要
不
急
で
あ
る

軍
事
費
や
公
共
事
業
費
を
抑

え
、
医
療
・
社
会
保
障
と
、
コ

ロ
ナ
で
困
難
に
陥
っ
て
い
る
国

民
生
活
を
支
え
る
施
策
の
拡
充

に
振
り
向
け
る
よ
う
、
抜
本
的

な
組
み
換
え
を
要
求
す
る
。

　

政
府
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
に
起
因
す
る
、
す
べ
て
の

医
療
機
関
へ
の
減
収
補
填
を
、

た
だ
ち
に
行
う
こ
と
を
強
く
求

め
る
。
厚
労
省
の
デ
ー
タ
に
よ

る
と
、
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令

さ
れ
た
昨
年
４
月
の
医
療
機
関

の
減
収
幅
は

前
年
度
比
マ

イ
ナ
ス
13
％

で
、
多
く
の

医
療
機
関
が

赤
字
経
営
を

余
儀
な
く
さ

れ
た
。
今
次
の
緊
急
事
態
宣
言

に
よ
り
、
再
度
の
大
幅
減
収
が

懸
念
さ
れ
る
。
国
民
の
健
康
を

支
え
る
地
域
医
療
が
、
崩
壊
す

る
事
態
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な

い
。
現
行
の
予
算
の
枠
で
も
実

行
可
能
な
施
策
で
あ
り
、
国
会

や
省
庁
へ
の
要
請
を
強
め
た

い
。

　

後
期
高
齢
者
の
窓
口
負
担
２

割
化
は
、
撤
回
を
求
め
る
。
負

担
増
は
受
診
抑
制
に
直
結
し
、

多
く
の
高
齢
者
の
健
康
悪
化
に

つ
な
が
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し

む
国
民
に
、
さ
ら
に
負
担
を
押

し
付
け
る
政
策
は
、
ま
と
も
な

政
治
家
の
す
る
こ
と
で
は
な

い
。
署
名
や
国
会
行
動
で
反
対

の
世
論
を
強
め
る
と
と
も
に
、

今
年
行
わ
れ
る
総
選
挙
は
、
審

判
を
つ
け
る
機
会
と
し
た
い
。

す
べ
て
の
会
員
に
、
こ
れ
ら
の

運
動
へ
の
協
力
を
呼
び
掛
け
る

も
の
で
あ
る
。

通
常
国
会
が
開
会

国
民
生
活
を
支
え
る
予
算
へ

抜
本
的
な
組
み
換
え
を

医
療
機
関
へ
の

減
収
補
填
求
め
る
声
伝
え
る

災
害
復
興
求
め
る
取
り
組
み

前
進
を
確
認
し
合
う

12
・
３
国
会
要
請
行
動

阪
神
・
淡
路
大
震
災
26
年
メ
モ
リ
ア
ル
集
会

コロナ禍でもコロナ禍でも
オンラインでオンラインで

津久井弁護士（右）が、コロナ禍は災害だと解説。
オンラインと会場合わせて117人が参加した　　　

医療費窓口負担増の中止と医療機関の減収補填を
求める要請書を受け取る桜井議員（上写真中央）
と、清水議員（下写真中央）　　　　　　　　　

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

井
上　

陽
子
先
生

尼
崎
市　

皮
・
ア
レ
科

９
月
21
日 

享
年
61
歳

西
林　

茂
祐
先
生

西
宮
市　

小
・
内
・
呼
・
リ
ハ
科

11
月
12
日 

享
年
93
歳

戸
部　
　

智
先
生

明
石
市　

心
臓
血
管
外
科

12
月
12
日 

享
年
60
歳

の
家
族
へ
の
差
別
問
題
に
つ
い
て

は
、
災
害
発
生
時
の
恐
怖
や
不

安
、
公
的
情
報
へ
の
不
信
な
ど
か

ら
風
評
被
害
や
差
別
が
創
出
さ
れ

る
と
解
説
。
憲
法
13
条
・
14
条
に

定
め
ら
れ
た
基
本
的
人
権
の
一
つ

で
あ
る
平
等
権
を
尊
重
す
る
と
と

も
に
、
一
人
ひ
と
り
が
良
識
を
持

っ
た
行
動
を
と
る
こ
と
で
解
決
へ

導
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
訴
え

た
。

　

集
会
の
最
後
に
参
加
者
は
、
憲

法
25
条
の
精
神
に
基
づ
き
、
人
々

の
絆
を
最
優
先
に
し
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
予
算
や
軍
事
費
を
、
暮
ら
し

と
生
業
の
再
建
に
よ
る
復
興
予
算

に
回
す
こ
と
な
ど
を
求
め
る
ア
ピ

ー
ル
を
採
択
し
た
。
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報 告
　

協
会
は
12
月
12
日
、
協
会
会
議

室
で
政
策
研
究
会
「
歯
科
保
険
診

療
の
歴
史
か
ら
学
ぶ
〜
医
科
・
歯

科
一
体
で
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科

医
療
の
実
現
を
〜
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
。
宇
佐
美
宏
先
生
（
全
国
保

険
医
団
体
連
合
会
副
会
長
・
歯
科

代
表
）
が
講
演
し
、
25
人
が
参
加

し
た
。
こ
の
講
演
は
、
昨
年
６
月

の
同
講
師
に
よ
る
歯
科
政
策
研
究

会
を
、
医
科
会
員
を
主
な
対
象
と

し
て
再
び
開
催
し
た
も
の
。
司
会

を
務
め
た
宮
武
博
明
先
生
の
報
告

を
紹
介
す
る
。

２
年
12
月
12
日
に
講
演
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
講
演
概
要
を

報
告
し
ま
す
。

　

昭
和
36
年
、
国
民
皆
保
険
制
度

が
発
足
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で

の
指
導
監
査
は
す
さ
ま
じ
い
も
の

が
あ
り
、
特
に
歯
科
領
域
で
は
自

殺
者
も
多
数
出
た
と
の
こ
と
で

す
。
皆
保
険
制
度
が
発
足
し
て
間

も
な
く
、
昭
和
43
年
に
は
赤
字
対

策
に
よ
る
見
直
し
も
始
ま
り
ま
し

た
。
昭
和
42
年
９
月
の
中
医
協
総

会
で
「
歯
科
技
術
料
と
材
料
価
格

を
分
離
」
し
、「
材
料
価
格
基
準

を
設
定
」
す
る
建
議
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

と
こ
ろ
が
厚
生
省
の
官
僚
は
こ

　

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
・
歯

科
代
表
の
宇
佐
美
宏
先
生
に
令
和

れ
を
全
く
無
視
し
た
た
め
、
歯
科

は
差
額
徴
収
と
し
て
莫
大
な
技
術

料
を
要
求
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

昭
和
51
年
３
月
に
武
見
太
郎
日
医

会
長
が
「
こ
の
よ
う
な
反
社
会
的

な
歯
科
医
療
を
発
展
さ
せ
た
官
僚

の
翻
意
」
を
厚
生
大
臣
宛
て
に
要

望
書
を
提
出
し
て
お
り
ま
す
。
武

見
会
長
は
医
師
・
歯
科
医
師
で
暴

利
を
む
さ
ぼ
る
「
輩
」
に
対
し
て

「
欲
ば
り
村
の
村
長
」
と
罵
倒
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

歯
科
医
療
に
「
失
わ
れ
た
16

年
」
と
呼
ば
れ
る
、
昭
和
56
年
か

ら
本
格
的
な
医
療
費
抑
制
策
が
取

ら
れ
た
時
期
が
あ
り
ま
す
。
薬
価

差
益
の
切
り
下
げ
分
を
財
源
と
し

て
技
術
料
に
振
り
替
え
る
こ
と
が

中
医
協
で
合
意
さ
れ
ま
し
た
が
、

日
歯
は
こ
の
振
り
替
え
分
を
強
く

要
求
し
な
か
っ
た
の
で
、
マ
イ
ナ

ス
改
定
が
続
く
羽
目
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
結

果
、
昭
和
56
年

か
ら
平
成
９
年

の
16
年
間
で
、

医
師
と
歯
科
医

師
の
所
得
が
１

０
０
対
１
０
０

か
ら
、
１
０
０

対
52
・
５
に
な

っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

平
成
12
年
か

ら
、
長
期
維
持

管
理
路
線
の
定

着
、
歯
科
医
療

機
関
の
格
差
と

選
別
性
を
明
確

に
し
た
「
か
か

り
つ
け
歯
科
医

初
診
料
」
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
が
、
わ
ず
か
６
年

で
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

平
成
28
年
に
導
入
さ
れ
た
「
か
か

り
つ
け
歯
科
医
機
能
強
化
型
歯
科

診
療
所
」
は
、
診
療
内
容
と
整
合

し
な
い
、
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
施
設

基
準
を
設
け
て
「
一
物
二
価
」
の

不
合
理
を
生
み
出
す
な
ど
、
算
定

要
件
に
関
し
て
か
な
り
揺
ら
い
で

い
ま
す
。
一
方
で
し
か
し
、
し
っ

か
り
守
ら
な
い
と
個
別
指
導
で
返

還
に
遭
い
ま
す
。
ま
た
、
機
能
強

化
加
算
に
関
し
て
は
医
科
・
歯
科

と
も
に
患
者
の
認
知
度
が
高
く
な

く
、
日
常
の
診
察
で
ど
こ
ま
で
説

明
す
る
か
も
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
歯
学
部
の
変
遷
を
見
て
く

だ
さ
い
（
図
）。
昭
和
35
年
ま
で

は
歯
学
部
は
７
校
（
国
立
は
東
京

医
科
歯
科
・
阪
大
の
２
校
）
し
か

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
後

歯
科
政
策
研
究
会

図
２　

開
業
医
一
般
の
将
来
展
望

図
３　

自
分
の
医
療
機
関
の
継
承

　

「
開
業
医
一
般
の
将
来
展
望
」

に
つ
い
て
は
、「
暗
い
」
が
46
・

８
％
、「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な

い
」
が
45
・
５
％
を
占
め
、「
明

る
い
」
は
わ
ず
か
２
・
５
％
だ
っ

た
。
こ
の
項
目
で
も
前
回
調
査
か

ら
「
暗
い
」
が
９
ポ
イ
ン
ト
高
く

な
り
、「
明
る
い
」
が
５
ポ
イ
ン

ト
低
く
な
っ
て
お
り
（
図
２
）、

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
将
来
を
悲

観
す
る
会
員
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

継
承
予
定「
閉
院
」３
割

地
域
医
療
の
空
白
懸
念

　

「
自
分
の
医
療
機
関
の
継
承
に

定
」
が
31
・
０
％
と
最
も
多
く
、

「
親
族
に
継
承
す
る
予
定
」
が
30

・
８
％
、「
親
族
以
外
の
第
三
者

に
継
承
す
る
予
定
」
が
11
・
０

％
、「
他
の
医
療
機
関
等
へ
事
業

売
却
す
る
予
定
」
が
７
・
０
％
と

続
く
（
図
３
）。

新規指導延期問題新規指導延期問題

協会理事会が厚生局に要請

会員意見実態調査結果①「開業医の将来展望」

指導延期で指導延期で
 新たな負担かけるな 新たな負担かけるな

「明るい」わずか2.5％「明るい」わずか2.5％

親族に継承する
予定
30.8％

親族以外の
第3者に
継承する予定
11.0％

他の医療機関等へ
事業売却する予定  7.0％

閉院する予定
31.0％

その他
13.5％

無回答  6.8％

（１面からのつづき）

対　　象： 兵庫県保険医協会会員から２割を
無作為抽出

　　　医科　769件　回収279件（36.3％）
　　　歯科　388件　回収121件（31.2％）
　  　合計 1157件　回収400件（34.6％）
実施時期：2020年７月６日～７月17日

＊調査方法
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37.2%
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49.2%

40.7%

68.4%

60.4%

62.8%

45.5%

51.9%51.5%

45.7%

52.7%

26.0%

35.2%

38.5%
34.9%

33.3%

46.8%

A．明るい B．暗い

無回答

Ｃ．どちらとも
いえない

Ｄ．その他

う
、
近
畿
厚
生
局

長
と
兵
庫
事
務
所

長
へ
要
請
し
た
。

宮
武
博
明
（
審
査

対
策
部
長
）・
加

藤
擁
一
（
歯
科
部

会
長
）
両
副
理
事

長
が
、
13
日
に
兵

庫
事
務
所
を
訪
問

し
、
要
請
書
を
提

出
し
た
。

　

こ
の
要
請
は
、

会
員
か
ら
「
時
間

を
割
い
て
準
備
し

た
が
厚
生
局
内
に

発
熱
者
が
出
た
と

か
で
前
日
に
中
止

と
な
り
、
延
期
後

期
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
協
会

は
１
月
９
日
の
第
１
１
２
５
回
理

事
会
と
し
て
、
一
方
的
な
延
期
に

よ
っ
て
被
指
導
医
療
機
関
に
新
た

な
負
担
を
か
け
る
こ
と
が
な
い
よ

数
寄
せ
ら
れ
た
た
め
実
施
し
た
も

の
。
要
請
書
で
は
、
書
類
の
再
提

出
を
求
め
な
い
こ
と
、
12
月
に
指

定
し
た
患
者
を
対
象
と
し
て
診
療

録
や
日
計
表
な
ど
準
備
済
み
の
書

類
等
で
、
延
期
後
の
指
導
を
行
う

よ
う
求
め
て
い
る
。

　

13
日
の
要
請
書
提
出
の
際
に

は
、「
歯
科
で
は
患
者
に
連
絡
し

て
診
療
予
約
日
を
変
更
し
、
休
診

に
し
て
い
た
医
療
機
関
も
多
い
。

新
た
な
指
導
日
程
が
設
け
ら
れ
る

こ
と
で
休
診
日
を
増
や
さ
ざ
る
を

得
な
く
な
る
。
準
備
済
み
の
カ
ル

テ
で
指
導
を
お
願
い
し
た
い
」

（
加
藤
副
理
事
長
）、「
医
療
機
関

に
と
っ
て
指
導
準
備
は
大
変
な
労

力
を
要
す
る
。
新
た
な
負
担
が
生

じ
な
い
よ
う
、
延
期
後
も
当
初
と

同
じ
条
件
で
指
導
す
べ
き
だ
」

（
宮
武
副
理
事
長
）
と
強
調
し

た
。

の
実
施
に
つ
い
て
は
、
当
初
指
定

し
て
い
た
対
象
患
者
10
件
と
は
別

に
、
事
前
提
出
書
類
も
含
め
て
す

べ
て
イ
チ
か
ら
だ
と
言
わ
れ
た
が

納
得
で
き
な
い
」
な
ど
の
声
が
複

厚
生
局
担
当
者
へ
指
導
の
不
合
理
是
正
を
要
請
す
る

（
左
か
ら
）
宮
武
副
理
事
長
と
加
藤
副
理
事
長　
　

図　戦後の歯学部の変遷（卒業生の出た年次）
（将来の歯科医師受給に関する検討委員会最終意見、1986より作表）

に
多
数
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
私
学
は
国
家
試
験
予
備
校
呼
ば

わ
り
さ
れ
る
始
末
で
す
（
医
学
部

も
）。

　

歯
科
の
低
診
療
報
酬
の
根
本
的

原
因
は
「
補
綴
治
療
の
低
評
価
に

尽
き
る
」
と
の
こ
と
で
す
。
歯
科

医
師
と
歯
科
技
工
士
以
外
に
は
作

製
で
き
な
い
補
綴
治
療
が
保
険
診

療
上
で
評
価
が
低
い
こ
と
は
重
大

で
す
。
医
科
歯
科
の
連
携
は
大
切

で
す
が
、
診
療
報
酬
の
格
差
（
歯

科
は
医
科
の
半
分
）
を
容
認
し
た

ま
ま
で
真
の
連
携
が
行
え
る
の
か

も
疑
問
で
す
。
ま
た
、
歯
科
衛
生

士
の
存
在
も
大
切
で
す
。
歯
科
医

師
の
指
導
だ
け
で
業
務
を
進
め
て

良
い
の
か
も
問
わ
れ
ま
す
の
で
、

歯
科
医
師
法
の
改
正
も
含
め
て
検

証
が
要
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
、
歯
科
医
療

の
経
済
的
脆
弱
性
か
ら
今
後
廃
院

や
倒
産
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
歯
科
は
、
医
科
に
は
見
ら
れ

な
い
バ
ッ
シ
ン
グ
・
風
評
被
害
の

影
響
が
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対
策
に
よ
る
コ
ス
ト
増
と

減
収
へ
の
対
処
で
国
の
責
任
も
重

大
で
す
。

　

宇
佐
美
先
生
は
最
後
に
、
課
題

と
し
て
①
歯
科
医
業
経
営
の
立
て

直
し
―
総
枠
拡
大
運
動
の
更
な
る

展
開
を
窓
口
負
担
軽
減
運
動
と
セ

ッ
ト
で
②
歯
科
医
療
に
つ
い
て
の

正
し
い
知
識
の
普
及
③
歯
科
医
療

従
事
者
の
連
携
の
再
構
築
、
を
提

示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
全

身
の
健
康
に
口
腔
の
健
康
が
本
当

に
不
可
欠
な
ら
コ
ロ
ナ
で
病
ん
だ

国
民
の
心
身
を
回
復
さ
せ
る
た
め

に
も
、
歯
科
医
療
の
充
実
が
必
要

↓
『
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医

療
』
運
動
を
再
び
国
民
運
動
に
浮

上
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
」
と
強
調

さ
れ
ま
し
た
。

　

宇
佐
美
先
生
は
千
葉
県
松
戸
市

で
開
業
さ
れ
、
千
葉
県
保
険
医
協

会
副
会
長
と
し
て
も
精
力
的
に
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

年
齢
別
に
見
る
と
70
歳
以
上
で

「
閉
院
す
る
予
定
」
の
比
率
が
医

科
で
４
割
、
歯
科
で
７
割
近
く
に

の
ぼ
り
、
開
業
医
の
多
く
が
、
継

承
先
が
な
い
ま
ま
閉
院
す
る
現
状

が
読
み
取
れ
、
地
域
医
療
の
空
白

が
懸
念
さ
れ
る
。

つ
い
て
」
は
、

「
閉
院
す
る
予

歯
科
保
険
診
療
の
歴
史
か
ら
学
ぶ

―
医
科
・
歯
科
一
体
で
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
の
実
現
を
―

副
理
事
長　
　

副
理
事
長　
　

宮
武　

博
明

宮
武　

博
明

昭和35（1960）年までに
設立されていた７歯大
九州歯大・日本歯大・東京歯大・日大・
大阪歯大・東京医歯大・阪大

1950
年度（西暦）

52

３万

４万

５万

６万
（人）

54 56 58 60 62 64 66 68 70 72 74 76 78 80 82 84

歯
科
医
師
総
数

↑
愛
知
学
院
大

↑
神
奈
川
歯
大

↑
広
大
・
新
潟
大
・
東
北
大
・
岩
手
大

↑
北
大
・
九
大

↑
城
西
歯
大（
現
・
明
海
大
）・
鶴
見
大

↑
日
大
松
戸
・
岐
阜
歯
大（
現
・
朝
日
大
）

↑
東
北
歯
大（
現
・
奥
羽
大
）・
松
本
歯
大
・
日
歯
大
新
潟

↑
福
岡
歯
大

↑
徳
島
大
・
昭
和
大

↑
鹿
大
・
東
日
本
学
園
大（
現
・
北
海
道
医
療
大
）

宇佐美先生（右上）の講演で、「保険でより
良い歯科医療」運動の拡充の大切さを改め
て学習

　

昨
年
12
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た

兵
庫
県
下
で
の
新
規
個
別
指
導

が
、
厚
生
局
の
都
合
で
直
前
に
延
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特別金利キャンペーン実施中特別金利キャンペーン実施中!!
　協会と京都銀行の提携
融資制度は、期間限定の
特別金利キャンペーンを
実施しています。通常よ
り年0.4％優遇金利とな
ります。借り換えも可
能、手数料も通常より優
遇していますので、ぜひ
ご利用ください。 ※1000万円までは原則、担保不要

※歯科は＋0.2%、新長期プライムレート連動
※診療報酬振込口座の社保・国保いずれか片方指定

まずはお気軽にお問い合わせください。☎078－393－1817 融資部まで

京都銀行提携融資制度京都銀行提携融資制度

資金種類 利率 限度額
運転資金 1.075％ ➡ 0.675％ 1000万円

設備資金 1.075％ ➡ 0.675％ １億3000万円

新規開業資金 1.275％ ➡ 0.875％ 6000万円

子弟教育資金 1.275％ ➡ 0.875％ 3000万円

融資部より

2021年１月１日現在

３月末まで!３月末まで!

図１　中国の女性が男性医師から診　　　
察を受けるための象牙の人形

図
２　

 

東
洋
経
済
オ
ン
ラ
イ
ン
の
記
事

　
　
　
　
（https://toyokeizai.net/articles/-/350170

）

き
っ
か
け
は

き
っ
か
け
は

規
制
改
革
会
議
答
申

規
制
改
革
会
議
答
申

　

最
近
「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
」
と

い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
が
、
私
た
ち
に
と
っ
て

は
「
遠
隔
診
療
」
と
い
う
言
葉
の

方
が
な
じ
み
が
あ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

「
遠
隔
診
療
」
に
つ
い
て
簡
単

に
振
り
返
る
が
、
そ
も
そ
も
は
医

師
法
第
20
条
に
て
、「
医
師
は
、

自
ら
診
察
し
な
い
で
治
療
を
し
…

て
は
な
ら
な
い
」
と
対
面
診
療
の

原
則
を
謳
っ
て
い
る
。
は
じ
め
て

「
遠
隔
診
療
」
の
概
念
が
出
て
き

た
の
は
１
９
９
７
年
12
月
24
日
に

発
出
さ
れ
た
「
情
報
通
信
機
器
を

用
い
た
診
療
（
い
わ
ゆ
る
「
遠
隔

診
療
」）
に
つ
い
て
」
と
い
う
当

時
の
厚
生
省
局
長
通
知
で
、
離
島

・
へ
き
地
で
の
対
面
診
療
の
補
完

と
し
て
な
ら
ば
医
師
法
20
条
に
抵

触
し
な
い
と
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
こ
の
通
知
に
つ
い

て
、
２
０
１
５
年
８
月
10
日
に

「
１
９
９
７
年
の
通
知
は
『
あ
く

ま
で
も
例
示
で
あ
る
』
と
す
る
」

事
務
連
絡
が
発
出
さ
れ
た
。
ち
な

み
に
、
こ
の
事
務
連
絡
は
、
規
制

改
革
会
議
が
ま
と
め
た
「
規
制
改

革
に
関
す
る
第
３
次
答
申
〜
多
様

で
活
力
あ
る
日
本
へ
〜
」
を
受
け

て
の
も
の
で
、
こ
の
答
申
を
主
導

し
た
の
は
六
本
木
の
ビ
ル
で
精
神

科
を
開
業
し
て
い
る
よ
う
な
医
師

　

10
月
３
日
開
催
し
た
政
策
研

究
会
「『
オ
ン
ラ
イ
ン
』
と
保

険
診
療　

進
む
べ
き
か
立
ち
止

ま
る
べ
き
か
」
の
講
演
詳
録
の

２
回
目
。
今
回
は
「
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
の
導
入
」。（
第
１
回
は

12
月
15
日
付
掲
載
）

だ
。
こ
こ
が
現
在
の
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
の
出
発
点
と
な
っ
て
い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
は
受
診
勧
奨
や

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
は
受
診
勧
奨
や

健
康
相
談
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
向
き

健
康
相
談
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
向
き

　

と
こ
ろ
で
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に

十
分
な
エ
ビ
デ
ン
ス
は
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。
図
１
は
象
牙
で
で
き
た

20
㎝
弱
の
人
形
だ
。
こ
の
人
形
は

中
国
の
明
朝
の
頃
か
ら
清
朝
の
頃

ま
で
使
わ
れ
て
い
た
も
の
だ
。
当

時
の
中
国
で
は
、
男
性
が
女
性
に

触
れ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
考
え

方
が
あ
り
、
特
に
女
性
が
高
貴
な

身
分
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
そ
れ
が

徹
底
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
当

時
、
病
気
を
患
っ
た
高
貴
な
女
性

は
、
医
師
に
体
を
触
ら
せ
な
い
た

め
に
、
自
分
の
ど
の
部
位
が
ど
う

不
調
な
の
か
を
こ
の
人
形
の
部
位

を
指
し
て
伝
え
て
い
た
。
よ
り
高

貴
な
身
分
の
女
性
は
、
侍
女
に
こ

の
人
形
を
医
師
に
持
っ
て
行
か

せ
、「
姫
君
は
こ
こ
が
痛
い
と
言

っ
て
お
り
ま
す
」
と
い
う
具
合
に

医
師
に
伝
え
て
い
た
。
つ
ま
り
、

中
国
で
は
明
朝
の
頃
か
ら
遠
隔
診

療
が
ず
っ
と
行
わ
れ
て
い
た
の

だ
。

　

そ
れ
は
東
洋
医
学
が
「
気
」
の

流
れ
と
い
う
バ
ー
チ
ャ
ル
な
考
え

方
に
基
づ
い
た
医
療
だ
か
ら
、
遠

隔
診
療
と
親
和
性
が
高
か
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
よ
く
、
東

ア
ジ
ア
の
歴
史
ド
ラ
マ
で
は
医
師

が
手
紙
で
患
者
の
症
状
を
知
り
、

ス
ン
の
分
野
や
東
洋
医
学
で
「
未

病
」
と
い
う
概
念
で
示
さ
れ
る
状

態
の
患
者
に
対
す
る
医
療
相
談
な

ど
の
分
野
で
普
及
さ
せ
れ
ば
い
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
例
え

ば
、「
熱
が
あ
る
の
だ
け
ど
ど
う

し
よ
う
か
」
と
い
う
患
者
に
「
医

療
機
関
に
か
か
っ
た
ほ
う
が
い
い

よ
」
と
受
診
勧
奨
を
行
う
な
ど
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
医
療
相
談
、
診

療
支
援
な
ど
は
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
今
の
医
学
の
大
前
提

は
解
剖
学
と
統
計
学
で
あ
り
、
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
と
の
親
和
性
は
少

な
い
。

マ
ス
コ
ミ
に
よ
る

マ
ス
コ
ミ
に
よ
る

ミ
ス
リ
ー
ド

ミ
ス
リ
ー
ド

　

現
状
は
話
が
歪
め
ら
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
。
東
洋
経
済
オ
ン
ラ
イ

ン
に
「
コ
ロ
ナ
禍
が
教
え
た
『
妊

婦
に
遠
隔
診
療
が
必
要
な
訳
』 

医

療
過
疎
地
域
や
離
島
の
経
験
が
今

後
の
糧
に
な
る
」
と
い
う
記
事
が

掲
載
さ
れ
た
（
図
２
）。
こ
の
記

事
で
妊
婦
に
対
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
を
行
っ
て
い
る
医
療
機
関
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
行

っ
て
い
る
の
は
妊
婦
に
対
す
る
胎

児
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
だ
。
検
査
デ
ー

タ
を
送
り
妊
婦
健
診
を
行
っ
て
い

る
だ
け
で
、
登
場
す
る
医
師
も

「
妊
娠
24
週
以
前
の
超
音
波
検
査

は
と
て
も
重
要
」「
対
面
診
療
と

う
ま
く
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
前

初
導
入
」
と
い
う
記
事
が
載
っ

た
。
養
父
と
い
う
名
医
の
町
で
な

ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
か

と
思
っ
た
が
、
し
か
し
、
記
事
を

読
む
と
こ
れ
は
薬
を
届
け
る
と
い

う
話
だ
。
初
診
や
急
患
以
外
で
症

状
が
落
ち
着
い
て
い
る
慢
性
疾
患

の
患
者
に
対
し
て
定
期
的
な
対
面

診
療
と
組
み
合
わ
せ
て
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
医
師
が
処
方
箋
を
出
し
、

薬
剤
師
の
服
薬
指
導
を
受
け
て
、

処
方
薬
を
郵
送
す
る
と
い
う
も
の

だ
。

　

こ
の
よ
う
に
対
面
診
療
を
基
本

と
し
た
遠
隔
「
健
診
」
や
遠
隔
で

の
「
処
方
」
が
意
図
的
に
遠
隔
診

療
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
と
い
う
違

う
話
に
す
り
替
え
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
私
た
ち
の
医
療
行

為
の
コ
ア
と
な
る
保
険
診
療
の
周

辺
分
野
に
つ
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
議
論
す

る
こ
と
を
妨
げ
る
必
要
は
な
い

が
、
保
険
診
療
の
中
心
部
分
に
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
を
導
入
し
よ
う
と

す
る
国
の
姿
勢
は
問
題
だ
。

コ
ス
ト
に
見
合
わ
な
い

コ
ス
ト
に
見
合
わ
な
い

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
シ
ス
テ
ム

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
シ
ス
テ
ム

　

私
は
実
際
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
て
い
る
会

社
２
社
か
ら
営
業
担
当
者
を
呼
ん

で
話
を
聞
い
た
。
現
在
の
保
険
診

療
上
の
取
扱
い
で
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
で
各
種
の
管
理
料
を
算
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
営
業
担

当
者
に
よ
れ
ば
、
管
理
料
相
当
分

は
「
選
定
療
養
費
制
度
に
お
け
る

予
約
診
療
費
を
徴
収
す
れ
ば
よ

い
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
さ
ら

に
、
そ
の
予
約
が
患
者
さ
ん
の
都

合
で
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
場
合
も

「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
な
の

で
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

の
こ
と
だ
っ
た
。
診
療
し
て
な
い

人
か
ら
予
約
診
療
費
を
徴
収
し
て

よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
厚
労
省
に
よ

れ
ば
、
実
際
に
は
徴
収
で
き
な
い

と
い
う
ル
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
よ

う
だ
。

　

し
か
も
、
こ
う
し
た
会
社
の
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
シ
ス
テ
ム
は
契
約

料
が
約
４
０
０
万
円
で
、
一
度
契

約
す
る
と
キ
ャ
ン
セ
ル
は
で
き
な

い
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
の
ハ

ー
ド
ウ
ェ
ア
は
何
も
な
く
、
シ
ス

テ
ム
だ
け
で
こ
の
値
段
だ
。
こ
う

し
た
業
者
が
幅
を
利
か
せ
て
い

る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
埼
玉

ラ
イ
ン
診
療
を
行
っ
て
い
る
医
療

機
関
の
一
覧
が
ず
ら
っ
と
並
ん
で

い
る
が
、
実
際
に
は
も
う
ほ
と
ん

ど
が
実
施
し
て
い
な
い
。
そ
も
そ

も
、
初
診
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
で
は
保
険
証
の
確
認
も
で
き

ず
、
ほ
と
ん
ど
の
医
療
機
関
が
県

か
ら
３
０
０
０
円
受
け
取
っ
て
実

施
す
る
よ
り
、
し
な
い
ほ
う
が
良

い
と
判
断
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
業
者
に
よ
っ
て
は
患
者

さ
ん
の
通
信
環
境
に
依
存
し
て
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
携
帯

電
話
回
線
事
業
者
の
Ｃ
Ｍ
で
よ
く

「
ギ
ガ
不
足
」
と
か
「
ギ
ガ
が
足

り
な
い
」
な
ど
と
い
う
フ
レ
ー
ズ

が
出
て
く
る
。
こ
れ
は
、
月
ご
と

に
ス
マ
ホ
の
通
信
容
量
の
上
限
が

決
ま
っ
て
い
る
契
約
が
あ
り
、
そ

れ
以
上
の
通
信
に
は
制
限
が
か
か

っ
て
、
通
信
速
度
が
遅
く
な
る
と

い
う
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
い
ざ
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
行

お
う
に
も
、
月
末
で
患
者
さ
ん
の

「
ギ
ガ
が
足
り
な
い
」
状
況
に
よ

っ
て
、
患
者
さ
ん
の
表
情
が
分
か

ら
な
い
、
通
話
も
途
切
れ
る
と
い

う
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
の
だ
。

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
会
社
に
よ

っ
て
は
こ
う
し
た
状
況
を
回
避
す

る
シ
ス
テ
ム
の
と
こ
ろ
も
あ
る
よ

う
だ
が
、
月
初
は
ス
ム
ー
ズ
に
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
が
で
き
る
が
、
月

末
に
な
る
と
で
き
な
い
な
ど
と
い

う
状
況
で
は
と
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
な
ど
で
き
な
い
。

　

患
者
さ
ん
も
医
療
機
関
で
も
今

の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
通
信
イ
ン
フ

ラ
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
は
で
き

な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
健

康
相
談
や
健
康
管
理
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
に
は
使
え
る
の
だ
ろ
う
が
、

そ
れ
で
保
険
診
療
を
行
う
と
い
う

の
は
無
理
が
あ
る
だ
ろ
う
。
や
は

り
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
つ
い
て

も
、「
立
ち
止
ま
っ
た
方
が
い

い
」
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

「オンライン」と保険診療②　「オンライン診療の導入」

埼玉県保険医協会副理事長
全国保険医団体連合会理事

山崎　利彦先生
【やまざき　としひこ】日本大学医学
部卒、埼玉県さいたま市浦和区で山崎
外科泌尿器科診療所を開業。日本泌尿
器科学会認定専門医。2019年より埼玉
県保険医協会副理事長、2016年より全
国保険医団体連合会理事・医科社保審
査部員。2019年より全国保険医団体連
合会マスコミ担当理事

所
見
を
書
く

と
い
う
シ
ー

ン
が
出
て
く

る
の
は
そ
の

た
め
だ
。
だ

か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
を

普
及
さ
せ
る

と
い
う
の
で

あ
れ
ば
、
ホ

リ
ス
テ
ィ
ッ

ク
・
メ
デ
ィ

提
」
と
い
っ
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ

の
記
事
で
は
、「
遠
隔

医
療
は
、
現
代
で
は
過

疎
地
で
も
、
都
市
で

も
、
等
し
く
基
礎
的
な

イ
ン
フ
ラ
で
は
な
い

か
」
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
神
戸
新
聞
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
神
戸
新

聞
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
に
「
養
父

市
が
『
オ
ン
ラ
イ
ン
医

療
』　

今
秋
に
も
全
国

県
知
事
が
初
診

か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
を
実
施

し
た
医
療
機
関

に
対
し
、
患
者

１
人
に
つ
き
３

０
０
０
円
の
補

助
金
を
出
す
と

い
う
施
策
を
始

め
た
。
今
で
も

県
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
、
オ
ン

「立ち止まるべき」「立ち止まるべき」
オンライン診療もオンライン診療も

保険医協会へのお問い合わせは  　　　　　
便利な直通電話（ダイヤルイン）をご利用ください

共済制度・融資

078－393－1805

指導相談　
研究会活動

078－393－1840

医科　入会
開業相談　

078－393－1817

歯科・文化

078－393－1809

政策・新聞・反核平和
環境公害・税務経営
078－393－1807

代表
078－393－1801
FAX
078－393－1802

診療報酬算定・減点返戻　　078－393－1803
受付時間　平日　10時～12時、14時～17時
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保険診療法制研究会開催にあたり
あいさつする西山理事長（奥）　

防
護
具
の
正
し
い
取
り
扱
い
方
な
ど

実
践
的
に
学
ん
だ　
　
　
　
　
　
　

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
点
に
つ

い
て
の
評
価
が
正
し
く
な
さ
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
、
社
会
保
障
制

度
を
社
会
保
険
方
式
か
ら
税
方
式

に
変
え
る
こ
と
で
本
当
に
一
人
ひ

と
り
の
国
民
の
負
担
が
減
少
す
る

の
か
、
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
と
し

て
も
、
一
度
、
改
め
て
、
社
会
保

障
制
度
に
つ
い
て
基
本
か
ら
学
び

直
す
機
会
を
持
っ
て
も
よ
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
話
が
持
ち
上
が

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
研
究
会
で
は
、
今

後
、
開
業
医
の
先
生
方
に
役
に
立

つ
法
的
問
題
、
法
的
リ
ス

ク
等
の
情
報
を
提
供
す
る

ツ
ー
ル
を
作
成
す
る
予
定

で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て

も
検
討
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
振
り
回
さ
れ
る
一
年

で
し
た
が
、
な
ん
と
か
研

究
会
を
重
ね
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
来
年
も
地
道

に
続
け
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

【
神
戸
花
く
ま
法
律
事
務

　

所　

弁
護
士

 

坂
本　

知
可
】

　

神
戸
支
部
は
11
月
21
日
に
院
内

感
染
対
策
研
修
会
を
協
会
会
議
室

で
開
催
。
会
員
・
職
員
ら
29
人
が

参
加
し
た
。
済
生
会
兵
庫
県
病
院

感
染
管
理
認
定
看
護
師
の
小
川
麻

由
美
氏
が
「
外
来
で
の
感
染
予
防

対
策
〜
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
備
え

て
〜
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

司
会
を
務
め
た
林
宏
明
先
生
の
感

想
を
紹
介
す
る
。

　

現
在
も
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

疫
学
情
報
、
特
徴
か
ら
感
染
経

路
、
な
か
で
も
感
染
対
策
の
確
認

に
つ
い
て
重
点
を
置
い
て
ご
説
明

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
院
内
で
の

標
準
予
防
策
、
正
し
い
手
指
衛
生

の
方
法
に
関
す
る
説
明
の
後
に
、

防
護
服
の
取
り
扱
い
、
外
来
で
の

ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
取
り
組
み
紹
介
、

日
常
の
清
掃
方
法
に
つ
い
て
詳
細

に
説
明
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
受
講
者
と
と
も
に
、
実

際
に
適
切
な
防
護
服
の
着
脱
を
行

い
ま
し
た
。
手
袋
の
適
切
な
装
着

や
外
し
方
、
マ
ス
ク
装
着
、
ガ
ウ

ン
や
デ
ィ
ス
ポ
エ
プ
ロ
ン
の
着
脱

に
つ
い
て
実
践
に
よ
る
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
受
け
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
院
内
感
染
を
起
こ
さ

な
い
た
め
の
取
り
組
み
、
職
員
の

健
康
管
理
、
職
場
で
の
注
意
点
に

も
言
及
し
て
い
た
だ
き
、
受
講
者

の
施
設
で
も
感
染
予
防
策
に
取
り

組
ん
で
い
か
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
施
設
内
で
の
事
前
対

策
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
た
だ

き
、
今
の
時
期
に
有
益
な
講
演
内

容
を
拝
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

【
中
央
区　

林　
　

宏
明
】

　

し
か
し
、
私
自
身
の
臨
床
で

も
、
舌
を
持
ち
上
げ
る
力
を
つ
け

る
、
舌
を
ス
ポ
ッ
ト
に
つ
け
る
、

口
唇
の
力
を
つ
け
る
と
い
う
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
の
み
で
不
正
咬
合
が
改

善
し
て
い
く
と
い
う
経
験
を
多
く

し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
は
紛
れ
も

な
い
事
実
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

ま
た
食
事
中
の
姿
勢
も
大
事
で

あ
る
と
中
原
先
生
は
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
る
。
足
裏
を
床
に
ピ
タ
ッ
と

つ
け
、
背
中
も
真
っ
直
ぐ
に
な
る

よ
う
に
子
ど
も
の
姿
勢
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
あ
げ
る
の
だ
。

　

確
か
に
大
人
の
私
も
、
オ
シ
ャ

レ
な
バ
ー
に
あ
る
よ
う
な
足
裏
が

床
に
届
か
な
い
ハ
イ
チ
ェ
ア
ー
に

座
っ
た
り
す
る
と
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
ず
、
テ
ー
ブ
ル
に
前
の
め
り
に

寄
り
か
か
る
よ
う
な
不
自
然
な
姿

勢
に
な
り
、
し
ん
ど
か
っ
た
り
す

る
で
は
な
い
か
。
子
ど
も
も
同
じ

な
の
だ
と
思
い
至
っ
た
。

　

今
回
の
講
演
に
参
加
さ
れ
た
皆

様
に
も
ぜ
ひ
、
臨
床
で
「
舌
の
位

置
を
上
に
あ
げ
て
舌
尖
を
ス
ポ
ッ

ト
に
置
く
ス
ポ
ッ
ト
習
慣
と
姿
勢

の
指
導
」
を
実
践
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
き
っ
と
筋
力
の
不
思
議
を

実
感
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

【
北
区
・
歯
科　

井
尻
利
枝
子
】

発
達
に
関
す
る
知
見
や
口
腔
機
能

を
育
て
る
方
法
、
そ
れ
に
よ
っ
て

歯
列
不
正
が
改
善
し

て
い
く
様
子
等
を
、

動
画
を
交
え
て
大
変

分
か
り
や
す
く
解
説

さ
れ
た
。
あ
ま
り
子

ど
も
の
患
者
に
接
す

る
機
会
の
な
い
先
生

は
大
変
驚
か
れ
た
で

あ
ろ
う
し
、
そ
ん
な

こ
と
で
治
る
の
か
と

疑
問
に
思
わ
れ
た
先

生
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。

　

中
原
先
生
は
授
乳
期
、
離
乳

期
、
幼
児
期
、
学
童
期
に
至
る
ま

で
、
幅
広
い
年
齢
層
に
わ
た
る
、

　

歯
科
部
会
は
、
12
月
６
日
、
協

会
会
議
室
で
定
例
研
究
会
「
矯
正

も
予
防
の
時
代　

口
腔
の
育
成
〜

筋
力
の
不
思
議
〜
」
を
開
催
。
中

原
弘
美
先
生
（
東
大
阪
市
・
中
原

歯
科
副
院
長
、
日
本
小
児
歯
科
学

会
専
門
医
指
導
医
）
を
講
師
に
、

１
２
１
人
が
参
加
し
た
（
来
場
40

人
／
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
視
聴
81
人
）。
座

長
を
務
め
た
井
尻
利
枝
子
先
生
の

感
想
を
紹
介
す
る
。

　

こ
の
日
は
、
雑
誌
『
賃
金
と
社

会
保
障
』
に
掲
載
さ
れ
た
阪
田
健

夫
弁
護
士
の
論
文
「
社
会
保
険
中

心
主
義
と
『
自
己
責
任
』
論
」
に

つ
い
て
、
議
論
し
ま
し
た
。
協
会

事
務
局
の
方
か
ら
、
本
論
文
で
は

「
50
年
勧
告
」
が
憲
法
25
条
を
挙

げ
て
公
序
（
国
の
責
任
）
が
基
本

　

小
牧
英
夫
協
会
顧
問
弁
護
士
な

ど
の
弁
護
士
ら
が
、
審
査
・
指
導

問
題
な
ど
、
開
業
保
険
医
を
取
り

巻
く
諸
問
題
に
つ
い
て
学
ん
で
い

る
保
険
診
療
法
制
研
究
会
。
12
月

17
日
、
30
回
目
の
研
究
会
が
協
会

会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
８
人
が
参

加
。
協
会
か
ら
、
西
山
裕
康
理
事

長
が
出
席
し
た
。
坂
本
知
可
弁
護

士
の
報
告
を
紹
介
す
る
。

院内感染防止のポイント
実践交えて学んだ

神戸支部　院内感染対策研修会神戸支部　院内感染対策研修会

感
想
文

感 想 文

歯
列
不
正

改
善
の
ヒ
ン
ト
得
る

論
文
を
通
じ
て

社
会
保
障
の
あ
り
方
学
ぶ

報 告

医科・歯科保険請求

〈新型コロナ特例措置
 「乳幼児感染予防策加算」〉

Ｑ１　昨年12月に新型コロナウイル
ス感染症に係る診療報酬上の臨時的
な取扱いとして通知された「乳幼児
感染予防策加算」は、どのような点
数か。
Ａ１　６歳未満の乳幼児に対して、
小児の外来診療等において特に必要
な感染予防策を講じた上で診療を行
った場合、初・再診料や外来診療
料、小児科外来診療料・小児かかり
つけ診療料に、医科で100点、歯科
で55点が昨年12月15日から加算可能
となりました。
　患者またはその家族等に対して、
院内感染防止等に留意した対応を行
っている旨を十分に説明し、同意を
得ることが要件とされています。
Ｑ２　「特に必要な感染予防策」と
は、具体的にはどのようなものか。
Ａ２　「小児の外来診療におけるコ
ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症201 9
（COVID-19） 診療指針・ 第１版
（小児COVID-19合同学会ワーキン

ググループ）」を参考に、小児の外
来における院内感染防止等に留意し
た対応を行うこととされています。
　以下のような対応例が示されてい
ます。
・COVID-19に特徴的な症状はな
く、小児では出現しても訴えとして
現れることが期待できないことか
ら、一人の患者ごとに手指消毒を実
施すること。
・流行状況を踏まえ、家庭内・保育
所内等に感染徴候のある人がいた
か、いなかったのかを確実に把握す
ること。
・環境消毒については、手指の高頻
度接触面と言われるドアノブ・手す
り・椅子・スイッチ・タッチパネル
・マウス・キーボードなどは定期的
に70～95％アルコールか0.05％次亜
塩素酸ナトリウムを用いて清拭消毒
し、特に小児が触れる可能性が高い
場所は重点に行うこと。
Ｑ３　電話や情報通信機器を用いた
診療でも算定できるのか。
Ａ３　算定できません。
Ｑ４　小児の患者本人と対面せず、
患者の家族等のみに対して必要な指
導等を行った場合でも算定できるの
か。
Ａ４　算定できません。
Ｑ５　小児科以外でも、６歳未満の
患者であれば診療科を問わず算定で
きるのか。
Ｑ５　算定できます。

歯
科
定
例
研
究
会

保
険
診
療
法
制
研
究
会

協会の共済はご加入
内容をまとめて管理。
ワンストップサービス
を提供します。

お問合せは共済部まで　 ０７８-３９３-１８０５

休業保障制度と所得補償保険
新型コロナウイルス感染症に備えて

グループ保険と新グループ保険
死亡・高度障害に

自動車保険と火災保険
団体割引きの

医師賠償責任保険
医事紛争に備えて

ビジネスキーパーの休業損害補償
天災や火災、新型コロナウイルス感染症による休業損害に

医療保険とガン保険
三井住友海上あいおい生命の

中長期の資産形成に

保険医年金と積立年金DefLデフエル

中
原
先
生
が
口
唇
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や

姿
勢
の
重
要
性
を
強
調
し
た　
　
　

審査･指導相談日 ●２月４日（木）15時30分～
●協会５階会議室

※医科は事前予約制 ☎078－393－1840まで、
　歯科は随時 ☎078－393－1809まで

※「指導通知」が届いたら、まず保険医協会にご連絡ください。 
※『月刊保団連』同封の「保険審査相談用紙」をご利用ください。
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員員 稿稿
会 投

員員 稿稿
会 投

　

１
８
９
０
年
に
政
府
は
第
１
回

帝
国
議
会
で
、
第
一
法
律
案
と
し

て
「
窮
民
救
助
法
案
」
を
提
出
し

た
。
こ
の
法
案
は
「
障
害
者
・
傷

病
者
・
老
衰
者
等
で
、
自
活
の
力

な
く
飢
餓
に
迫
る
者
と
、
養
育
者

の
な
い
孤
児
を
対
象
に
衣
食
住
供

与
と
医
療
、
埋
葬
ま
で
行
う
」
と

い
う
も
の
だ
が
、
な
ん
と
衆
議
院

は
こ
の
法
案
を
否
決
し
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る
。

　

各
議
員
か
ら
「
な
ぜ
一
部
の
困

窮
者
を
助
け
る
た
め
に
、
国
民
の

血
税
を
使
う
の
か
」
と
い
う
批
判

が
多
数
を
占
め
た
か
ら
で
あ
る
。

貧
富
の
格
差
を
放
置
し
て
、
飢
え

死
に
寸
前
の
人
々
を
見
捨
て
る
よ

う
な
風
潮
が
蔓
延
す
れ
ば
社
会
は

荒
む
。

　

助
け
合
い
、
支
え
合
う
、
良
き

社
会
に
し
て
い
く
た
め
に
、
善
行

を
讃
え
る
世
論
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
が
、
明
治
政
府

は
欧
米
諸
外
国
の
軍
事
的
脅
威
か

ら
、
日
本
が
植
民
地
化
す
る
こ
と

を
恐
れ
て
、
独
立
を
守
る
た
め
の

富
国
強
兵
を
最
優
先
さ
せ
て
、
福

祉
の
充
実
を
後
回
し
に
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
の
だ
。

　

や
む
を
得
ず
政
府
は
、
国
家
の

安
泰
と
国
民
の
安
寧
を
祈
る
存
在

で
あ
る
皇
室
に
、
国
民
の
福
祉
と

格
差
を
是
正
す
る
役
割
も
担
っ
て

い
た
だ
こ
う
と
提
案
し
た
。
や
が

て
日
本
国
の
命
運
を
懸
け
た
日
清

・
日
露
戦
争
に
辛
く
も
勝
利
し
て

独
立
を
守
っ
た
政
府
だ
が
、
膨
大

な
戦
費
の
調
達
を
し
た
結
果
、
財

政
難
に
陥
り
、
そ
の
後
も
福
祉
を

重
視
す
る
政
策
を
す
る
余
裕
は
な

か
っ
た
。

　

そ
こ
で
１
９
１
１
年
に
天
皇
は

皇
室
の
経
費
で
、
困
窮
者
に
対
す

る
無
料
の
医
療
事
業
を
興
す
べ

く
、「
恩
賜
財
団
済
生
会
」
を
創

設
さ
れ
、
全
国
に
病
院
や
診
療
所

が
建
て
ら
れ
た
。
さ
ら
に
皇
后
も

困
窮
者
に
医
療
を
施
す
「
東
京
慈

恵
会
病
院
」
や
「
日
本
赤
十
字
社

病
院
」
の
設
立
・
運
営
に
尽
力
さ

れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
明
治
天
皇
は
、
政

治
家
や
政
党
に
よ
る
権
力
闘
争
と

は
一
線
を
画
し
、
国
家
の
安
泰
と

国
民
の
安
寧
を
、
日
本
の
神
々
に

祈
る
こ
と
の
大
切
さ
を
強
調
さ
れ

る
と
同
時
に
、
実
際
の
行
動
と
し

て
医
療
・
福
祉
の
底
支
え
を
具
現

化
さ
れ
た
。

　

や
が
て
明
治
も
末
期
に
な
る

と
、
産
業
の
近
代
化
を
急
激
に
進

め
る
に
つ
れ
て
、
地
方
の
地
縁
・

血
縁
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
都
市
労

働
者
が
急
増
し
、
深
刻
な
労
働
問

題
や
貧
困
問
題
が
顕
在
化
し
た
。

し
か
も
天
皇
に
よ
る
「
施
し
と
し

て
の
福
祉
」
で
は
な
く
、
そ
の
解

決
策
を
「
社
会
問
題
に
対
す
る
政

策
」
と
し
て
提
示
し
て
い
た
の

が
、
社
会
主
義
思
想
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
貧
困
や
格
差
を
政
治

的
に
解
決
し
よ
う
と
真
面
目
に
考

え
る
日
本
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
の
間

に
、
社
会
主
義
思
想
が
浸
透
し

て
、
や
が
て
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

と
呼
ば
れ
る
時
代
に
移
行
し
て
い

く
。

明
治
政
府
と
社
会
福
祉

歴
史
に
学
ぼ
う
（
下
）

西
区
・
歯
科　
　

柏
木　

一
英

明
石
市　
　

永
本　
　

浩

員員

稿稿

会
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（
12
月
15
日
号
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

滝
川
事
件
で
辞
職
し
た
７
名
の

京
大
法
学
部
の
教
授
の
そ
の
後
の

顛
末
に
つ
い
て
。
憲
法
学
者
の
佐

々
木
惣
一
は
、
京
大
教
授
辞
職

後
、
立
命
館
大
学
の
学
長
と
な

り
、
１
９
５
２
年
文
化
勲
章
も
授

与
、
１
９
５
３
年
京
都
名
誉
市
民

の
称
号
を
受
け
た
。

　

民
法
学
者
・
末
川
博
は
京
大
退

官
後
、
大
阪
商
科
大
学
（
今
の
大

阪
市
大
）
を
経
て
、
終
戦
後
長
ら

く
立
命
館
大
学
の
総
長
の
職
に
あ

り
、
そ
の
間
、
現
在
問
題
に
な
っ

て
い
る
日
本
学
術
会
議
の
第
１
回

会
員
と
な
っ
た
。
民
法
学
の
多
く

の
著
書
が
あ
り
、
特
に
「
不
法
行

為
並
び
に
権
利
濫
用
の
研
究
」

は
、
民
法
学
会
の
定
説
と
な
っ
て

い
る
。

　

事
件
の
表
舞
台
の
中
心
人
物
・

滝
川
幸ゆ

き

辰と
き

教
授
に
は
、
終
戦
後
、

米
国
人
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
を
通
し
て
、
突

然
自
宅
に
訪
ね
て
来
た
。
ド
イ
ツ

留
学
者
で
あ
っ
た
滝
川
教
授
は
英

語
が
理
解
で
き
ず
、
ド
イ
ツ
語
に

訳
し
て
理
解
し
た
と
い
う
。
京
大

に
１
９
４
６
年
復
職
し
、
１
９
５

３
年
に
総
長
と
な
り
名
誉
を
回
復

し
た
が
、
１
９
６
２
年
病
死
し

た
。

　

他
の
辞
職
し
た
教
授
は
、
国
立

大
学
法
学
部
教
授
に
は
自
動
的
に

弁
護
士
の
資
格
が
与
え
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
弁
護
士
と
な
っ
た
。

医
師
や
弁
護
士
資
格
は
、
教
授
を

辞
し
て
も
、
選
挙
で
落
選
し
て
も

失
わ
れ
な
い
が
、
国
会
議
員
は
落

選
し
た
ら
そ
う
は
行
か
な
い
。
米

国
大
統
領
も
し
か
り
。

　

問
題
の
本
質
は
、
政
権
与
党
が

反
知
性
主
義
的
に
社
会
科
学
者
を

弾
圧
す
る
と
御
用
学
者
だ
ら
け
に

な
り
、
そ
の
後
は
必
ず
出
版
社
、

新
聞
、
放
送
局
等
マ
ス
コ
ミ
に
介

入
し
て
来
る
こ
と
で
あ
る
。
す
で

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
そ
う
で
あ
る
。
今
の

日
本
の
安
倍
・
菅
政
権
に
そ
の
兆

候
が
あ
る
。
滝
川
事
件
を
「
嚆こ

う

矢し

濫ら
ん

觴し
ょ
う」

と
す
る
世
の
流
れ
に
早
く

気
付
く
べ
き
だ
。
昭
和
初
期
の
日

本
と
似
て
い
る
今
日
。「
前
車
の

覆
る
は
後
車
の
戒
め
（
漢
書
賈
諠

伝
）」。
再
び
前
車
の
轍
を
踏
ま
な

い
よ
う
、
愚
者
は
経
験
に
学
ぶ

が
、
賢
者
は
歴
史
に
学
ば
ね
ば
な

ら
な
い
。

　

人
間
は
同
じ
過
ち
を
繰
り
返

す
。
そ
こ
で
歴
史
を
学
び
、
歴
史

を
「
鑑

か
が
み

」、
亀
鑑
と
し
よ
う
。
コ

ロ
ナ
禍
の
今
日
、
国
民
は
現
政
権

が
影
で
コ
ソ
コ
ソ
や
っ
て
い
る
多

く
の
悪
企
み
に
早
く
気
付
く
べ
き

で
あ
る
！　

手
遅
れ
に
な
る
前

に
。 

（
お
わ
り
）

ホイホイ漫画⑩
長田区　ぽん太withＴ.Ｔ.

マスク 世　代

　診断推論は一握りのエキスパートだけが身につけたアートのように見え
ます。しかし、断言します。診断推論は技術です。この技術修得の一つの
方略として、われわれ千葉大学総合診療科では、「暗黙知の言語化」を行
います。例えばエキスパートが年齢、性別、主訴のみで最終診断を想起し
てしまう直感的思考（システム１）を、あえて分析して言語化するので
す。当科の初学者は、このトレーニングを１年間研修することにより、指
導医との診断一致率を３割から７割へと向上させています。トレーニング
には、行間を埋めていく作業が必要なため、長い時間がかかりますが、そ
の分、多様な症候に対応できる暗黙知の言語化を蓄積できるのです。その
結果、短時間で高い精度の診断を行えるようになります。短時間での診断
は日常診療に余裕を生み、患者満足度向上や、説明を行う時間を生むこと
にもつながります。本講演では当科で実践している暗黙知の言語化や推論
トレーニングの考え方を皆さんと共有することによって、一緒に技術を向
上させ、そして日々の診療の向上を目指していければと考えております。
 【上原　記】

日　時　２月６日（土）17時～
会　場　 協会５階会議室（※講師は来場せず現地からZoomによる講演と

なります。会員の先生方には可能な限りZoomによるオンライン
視聴をお願いしておりますが、インターネット環境その他で
Zoom視聴が困難な場合はご来場ください）

講　師　千葉大学医学部附属病院　総合診療科　
 副科長　上原　孝紀先生

脳トレ診断推論
システム２で暗黙知を言語化せよ

第570回診療内容向上研究会診療内容向上研究会

Zoom視聴のお申し込みは、yamakawa-t@doc-net.or.jpまで。メールの
件名を「２月診内研Zoom視聴」にし、本文に①医療機関名②お名前③電
話番号を記載の上、送信してください。
 来場参加をご希望の方は、☎078－393－1840まで

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

日　時　２月７日（日）13時～16時
会　場　 協会６階会議室
講　師　 田口智弘税理士（協会税務

講師団）
参加費　 1000円（『保険医の経営と

税務2021年版』資料代）
※医院経営研究会会員は無料

青色（白色）　　　　青色（白色）　　　　
　　確定申告研究会　　確定申告研究会

日　時　  ２月６日（土）・７日（日）
　　　　　　14日（日）・21日（日）
会　場　協会会議室
※ 各日程の13時～16時でご都合のよい
時間帯（１時間）をお選びください。

　 １回・１時間5000円（医院経営研
究会会員は年２回まで無料）

事前予約制（各相談日の３日前まで）

税経個別相談会税経個別相談会

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817まで

日　時　１月31日（日）10時～17時　　会　場　協会５階会議室
参加費　5000円（昼食・資料代含む）
テーマ　 新規個別指導対策、保険診療と保険請求の要点、新規開業に必

要な税務の知識、開業時の労務

新規開業、開業予定の先生方へ　６カ月指導対策は万全ですか？

新規開業医研究会新規開業医研究会

便秘治療薬の昔と今便秘治療薬の昔と今
－最近の新しい治療 strategy－－最近の新しい治療 strategy－

日　時　２月13日（土）16時～　　会　場　協会５階会議室
講　師　兵庫医科大学病院消化管内科　准教授　富田　寿彦先生
共　催　EAファーマ株式会社

Zoom視聴希望者は、kusunoki@doc-net.or.jpへ、メール件名「2/13
薬科部研究会Zoom視聴」にし、①薬局・医療機関名、②お名前、③電
話番号、④（薬剤師の方は）薬剤師免許番号をお送りください。来場参
加をご希望の方は、☎078－393－1840まで

薬科部研究会
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企
業
に
就
職
す
る
と
、
新
人
研

修
で
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回

す
」
こ
と
の
教
育
を
受
け
ま
す
。

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
と
は
、
目
標

と
そ
の
方
法
（plan

）
を
考
え

て
、
や
っ
て
み
て
（do

）、
問
題

点
が
な
い
か
評
価
し
（check

）、

方
法
論
や
目
標
が
妥
当
か
、
改
善

点
は
何
か
（action

）
を
検
討

し
、
再
度
計
画
を
練
り
直
す
と
い

う
意
味
で
す
。

　

そ
し
て
、
実
際
に
目
標
を
立
て

る
場
合
に
は
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
や

状
況
を
考
え
た
う
え
で
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
お
い
て
は
、
症
状
の
あ
る
人
だ

け
で
は
な
く
、
無
症
状
の
濃
厚
接

触
者
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
施
行
し
、

陽
性
な
ら
感
染
者
と
し
て
、
２
０

２
０
年
は
じ
め
時
点
で
は
入
院
、

現
在
で
は
ホ
テ
ル
隔
離
と
い
う
政

策
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
大
切
な
の
は
、「
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
多
く
施
行
し
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

陽
性
者
を
見
つ
け
て
隔
離
す
る
」

こ
と
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

蔓
延
を
防
ぐ
と
い
う
目
的
を
達
成

す
る
た
め
の
方
法
で
あ
り
、「
Ｐ

Ｃ
Ｒ
陽
性
者
を
見
つ
け
る
」
こ
と

自
体
は
目
的
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

政
策
を
実
施
し
た
後
に
、
一
定

期
間
が
過
ぎ
れ
ば
評
価
が
必
要
で

す
。
現
状
で
、
最
初
の
目
標
は
達

成
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？　

刻

々
と
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
蔓
延

状
況
が
変
化
す
る
中
、「
隔
離
に

よ
り
蔓
延
を
防
ぐ
」
と
い
う
目
標

は
な
お
妥
当
で
し
ょ
う
か
？　

そ

（
前
号
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

全
国
約
１
５
０
０
社
の
醤
油
醸

造
企
業
か
ら
な
る
「
し
ょ
う
ゆ
情

報
セ
ン
タ
ー
」
が
、
２
０
０
４
年

の
第
二
回
醤
油
名
匠
に
顕
彰
し
た

一
人
で
、
大
正
屋
グ
ル
ー
プ
総
料

理
長
の
谷
口
省
三
氏
が
見
守
る

中
、
30
代
と
は
思
え
な
い
伝
統
を

重
ん
じ
た
熟
練
さ
を
感
じ
る
大
正

屋
の
調
理
長
・
宮
﨑
悠
司
氏
の
冬

の
夕
食
メ
ニ
ュ
ー
は
、
自
家
製
二

年
熟
成
梅
酒
の
食
前
酒
、
烏
賊
柚

子
胡
椒
な
ど
の
先
付
け
、
有
明
海

沿
岸
の
牡
蠣
を
肝
ご
と
す
り
つ
ぶ

し
白
身
魚
と
と
も
に
蒸
し
た
牡
蠣

真
薯
な
ど
の
吸
物
、
鯛
、
ヒ
ラ
マ

サ
、
カ
ジ
キ
、
烏
賊
な
ど
の
造

り
、
鰆
と
馬
鈴
薯
の
ホ
ワ
イ
ト
ソ

ー
ス
と
白
味
噌
を
絡
め
た
焼
物
、

車
麩
に
海
老
の
す
り
身
を
挟
ん
だ

車
麩
博
多
な
ど
の
蓋
物
、
特
選
牛

な
ど
陶
板
焼
き
、
蟹
饅
頭
羽
二
重

蒸
し
、
有
頭
海
老
や
蛸
な
ど
の
酢

物
、
嬉
野
棚
田
米
、
米
と
麦
の
合

わ
せ
味
噌
の
止
椀
、
自
家
製
梅
酒

を
作
る
た
め
に
使
っ
た
梅
の
実
と

白
ご
ま
プ
リ
ン
な
ど
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
60
歳
と
は
思
え
な
い
若

々
し
い
感
性
で
、
お
洒
落
で
美
味

し
い
ご
馳
走
を
提
供
し
て
く
れ
る

椎
葉
山
荘
の
調
理
長
・
高
場
善
文

氏
の
冬
の
夕
食
メ
ニ
ュ
ー
は
、
シ

ロ
ッ
プ
に
漬
け
た
山
桃
の
実
入
り

自
家
製
梅
酒
の
食
前
酒
、
武
雄
の

刀
根
柿
の
白
和
え
や
豆
乳
と
チ
ー

ズ
と
味
噌
を
使
っ
た
醍
醐
豆
腐
ソ

ー
ス
で
デ
ィ
ッ
プ
す
る
蒸
し
鶏
な

ど
の
先
付
け
、
真
薯
な
ど
の
吸

物
、
平
目
、
烏
賊
、
鱒
昆
布
〆
、

柚
子
蒟
蒻
な
ど
の
造
り
、
粟
麩
を

芯
に
し
て
高
野
豆
腐
と
大
根
で
巻

い
た
粟
麩
高
野
砧

き
ぬ
た

巻
き
な
ど
の

煮
物
、
特
撰
牛
ロ
ー
ス
豆
乳
鍋
、

嬉
野
棚
田
米
の
栗
御
飯
、
麦
味
噌

の
留
椀
、
豆
乳
柚
子
プ
リ
ン
、
ス

イ
ー
ト
ポ
テ
ト
な
ど
。
配
膳
ス
タ

ッ
フ
と
の
楽
し
い
会
話
も
、
良
い

肴
に
な
っ
た
。

　

嬉
野
は
玄
界
灘
と
有
明
海
の
ほ

ぼ
中
間
に
あ
り
、
ど
ち
ら
の
港
と

も
車
で
約
30
分
と
近
く
、
二
つ
の

海
の
幸
を
楽
し
め
る
。
ま
た
、
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
佐
賀
管
内
肥
育
農
家

で
飼
育
さ
れ
た
黒
毛
和
種
は
、
五

お
よ
び
四
等
級
の
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
７
以

上
を
「
佐
賀
牛
」
と
し
、
そ
れ
以

下
の
「
佐
賀
産
和
牛
」
と
区
別
し

て
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
て
い
る
。
嬉

野
棚
田
米
「
夢
し
ず
く
」
は
、
ね

し
て
、
濃
厚
接
触
者
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
施
行
す
る
こ
と
で
そ
れ
は
可

能
で
し
ょ
う
か
？

　

も
し
、
日
本
で
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
が
蔓
延
し
て
い
る
な
ら
、
無

症
状
の
多
く
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
陽
性
者
が

存
在
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
ん

な
中
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
し
て
初
め

て
判
断
さ
れ
る
一
部
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
陽

性
者
の
み
を
隔
離
す
る
必
要
性
は

あ
る
で
し
ょ
う
か
？　

一
部
で
も

隔
離
す
る
こ
と
で
、
良
い
結
果
を

期
待
で
き
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う

か
？　

な
ん
と
な
く
、
一
度
決
め

た
も
の
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
そ

の
政
策
を
続
け
る
の
で
は
な
く

「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
す
」

と
い
う
意
味
を
よ
く
考
え
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ち
ょ
う
ど
こ
の
文
章
の
投
稿
前

に
、
明
日
か
ら
東
京
な
ど
で
緊
急

事
態
宣
言
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
年

４
月
の
緊
急
事
態
宣
言
の
総
括

（check

）
は
公
表
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
ま
ず
は
実
行
し
た
政
策
に

対
す
る
現
状
の
評
価
を
下
す
べ
き

で
し
ょ
う
。

ア
ー
ニ
ャ
は
、

き
っ
と
来
る　

白岩一心
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イ
ギ
リ
ス
と
ベ
ル
ギ
ー
の
合

作
映
画
「
ア
ー
ニ
ャ
は
、
き
っ

と
来
る
」
を
紹
介
し
ま
す
。
ナ

チ
ス
映
画
の
多
く
は
、
ユ
ダ
ヤ

人
へ
の
迫
害
や

虐
殺
が
多
く
描

か
れ
て
い
ま
す

が
、
今
作
品
は

第
二
次
世
界
大

戦
時
下
で
も
、

ユ
ダ
ヤ
人
を
救

っ
た
市
民
た
ち

に
注
目
し
た
実

話
で
す
。

　

１
９
４
２
年
、
ナ
チ
ス
占
領

下
の
フ
ラ
ン
ス
・
ピ
レ
ネ
ー
山

脈
の
麓
の
小
さ
な
村
に
住
む
、

13
歳
の
少
年
・
ジ
ョ
ー
は
、
羊

飼
い
と
し
て
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。
あ
る
日
ユ
ダ
ヤ
人
・
ベ
ン

ジ
ャ
ミ
ン
と
出
会
い
ま
す
。
彼

は
、
極
秘
に
ユ
ダ
ヤ
人
の
子
ど

も
た
ち
を
安
全
な
ス
ペ
イ
ン
へ

逃
が
す
と
い
う
計
画
を
企
て
ま

す
。

　

ジ
ョ
ー
は
、
計
画
を
手
伝
う

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ド
イ
ツ

軍
の
下
士
官
と
親
し
く
な
っ
て

お
り
、
複
雑
な
心
境
で
す
。
ド

イ
ツ
の
労
働
収
容
所
か
ら
帰
国

し
た
ジ
ョ
ー
の
父
親
は
、
ユ
ダ

ヤ
人
救
出
作
戦
へ
の
協
力
を
約

束
し
ま
す
。
村
人
た
ち
一
丸
と

な
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
逃
す
日

が
迫
っ
て
き
ま
す
が
、
肝
心
の

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
の
娘
・
ア
ー
ニ

ャ
は
来
ま
せ
ん
。

　

救
出
作
戦
の
成
否
は
い
か
に

…
？　

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
が
待
つ

娘
ア
ー
ニ
ャ
は
村
に
現
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
…
？

　

一
人
の
少
年
と
村
人
た
ち
を

通
し
て
、
生
き
る
こ
と
の
す
ば

ら
し
さ
と
希
望
を
描
い
た
作
品

に
、「
世
の
中
捨
て
た
も
の
で

は
な
い
な
」
と
心
が
温
か
く
な

り
ま
す
！

 

【
赤
穂
郡　

白
岩
歯
科
医
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前田達生前田達生のの
ほっこりほっこり

湯 宿 旅湯 宿 旅
⑯⑯

ⒸGoldfinch Family Films Limited 2019

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を

回
す
と
い
う
こ
と

―
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
陽
性
者
を
見
つ
け
る
―

西
宮
市　
　

伊
賀　

幹
二

嬉
野
温
泉

大
正
屋
・
椎
葉
山
荘
（
下
）

大正屋（上）と椎葉山荘（下）で造りや豆乳鍋を楽しめる

嬉野観光ホテル大正屋〈1925年創業〉
建物：鉄筋７階建、1972年築、1992年改装
客室数：73室
住所： 〒843-0301 佐賀県嬉野市嬉野町大字下宿乙2276-1
電話：0954-42-1170　FAX：0954-42-2346
URL：https://www.taishoya.com/
facebook：http://www.facebook.com/taishoya0954421170/
E-mail：info@taishoya.com
内風呂：男２、女２、露天風呂なし、貸切風呂なし
源泉名：嬉野温泉　大正屋　源泉
源泉住所：佐賀県嬉野市嬉野町大字下宿乙2276-1
泉質：ナトリウム-炭酸水素塩・塩化物泉（低張性アルカリ性
高温泉）　湧出量：600ℓ/min　 泉温：81.7℃　 pH：8.52
性状：無色透明、微塩味、無臭　　加水：あり
循環濾過装置：使用（源泉掛け流しで全量総入れ替え方式）
　塩素系薬剤：使用

椎葉山荘〈1995年創業〉
建物：木造２階建　　客室数：20室
住所： 〒843-0304 佐賀県嬉野市嬉野町岩屋川内字椎葉乙1586
電話：0954-42-3600　FAX：0954-42-3700
URL：https://www.shiibasanso.com/
facebook：http://facebook.com/shiibasanso/
E-mail：info@shiibasanso.com
内風呂：男２、女２　露天風呂：男２、女２、貸切風呂なし
源泉は三種　　源泉名：①椎葉山荘第二源泉、②③椎葉峡源泉
源泉住所：①佐賀県嬉野市嬉野町大字岩屋川内字谷良舟甲
2176-1、②③佐賀県嬉野市嬉野町大字岩屋川内字才松寺甲
2233番地
泉質：①ナトリウム-炭酸水素塩・塩化物泉（低張性中性高温
泉）、②③単純温泉（低張性中性低温泉）
湧出量：①120ℓ/min（動力揚湯）、②530ℓ/min（動力揚湯）、
③85ℓ/min（掘削自噴）　泉温：①48.3℃、②33.4℃、③30.3
℃　pH：①6.98、②7.35、③7.24
性状はともに無色透明、無味、ただし①微弱土臭、②無臭、
③微弱硫化水素臭　①加水あり、②③加温あり
循環濾過装置：使用　　塩素系薬剤：使用

特別政策研究会

遊動の時代を迎えて遊動の時代を迎えて
～ポストコロナ社会をどう作るか～～ポストコロナ社会をどう作るか～

　Zoom視聴をご希望の方は、件名を「2/27研究会申込」として、①お名
前、②医療機関名、③当日つながる電話番号をkonishi-s@doc-net.or.jpま
でお送りください。事前にミーティングIDやパスワード、資料をメールでお
送りします。来場参加をご希望の方は、☎078－393－1807まで

日　時　２月27日（土）16時～17時30分　　
会　場　協会５階会議室
講　師　京都大学名誉教授　山極壽一先生
　新型コロナウイルスの感染拡大は続き、日本社会のさまざまな歪みが表れ
ています。ウィズコロナ・ポストコロナ社会はどのようにあるべきなのか。
　ゴリラ研究の第一人者であり、人間にとってのコミュニケーションの重要
性や医療などの公共財の大切さを訴えられている山極壽一・京都大学名誉教
授をお招きして、展望をお話しいただきます。

っ
と
り
感
が
強
く
、
も
ち
っ
と
炊

か
れ
て
い
る
。

　

朝
食
は
と
も
に
、
大
正
屋
グ
ル

ー
プ
の
「
湯
ど
う
ふ
本
舗
」
の
嬉

野
産
大
豆
「
ふ
く
ゆ
た
か
」
を
使

用
し
た
濃
度
13
％
以
上
の
濃
い
豆

乳
で
仕
上
げ
ら
れ
た
温
泉
湯
豆
腐

が
提
供
さ
れ
る
。
宴
を
彩
る
器
は

有
田
、
伊
万
里
、
波
佐
見
、
唐
津

な
ど
肥
前
の
陶
磁
器
が
中
心
で
、

視
覚
か
ら
も
食
を
楽
し
ま
せ
る
。
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保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（医科）☎078－393－1809（歯科）

 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/

第１９６３号 （８）２０２１年(令和３年)１月２５日(毎月３回５・15・25日発行)

図１　 2015年、JOMIに掲載された論文。治療前の患者に対して、「インプラント
はどのくらい機能すると思うか？」についてアンケート調査を行った。
113名のうち62名（54.9％）は一生機能すると回答し、10年未満と答えた患
者はいなかった

　インプラント治療は、予知性の高
い補綴治療として認知され、成功す
れば天然歯と同等の咀嚼能を回復さ
せることが可能である。演者もイン
プラント治療を受けているが、経験
者としてインプラント治療の効果を
実感している。
　一方、インプラント治療は特殊な
医療で、異物が清潔域と不潔域を貫
通して存在し、他の医療では考えら
れない過酷な環境下でインプラント
体を機能させなければならない。つ
まり、異物に対する生体の反応を解
明する必要があり、誤解あるいは未
知の生体反応によってインプラント
治療のトラブルが起こっていると思
われる。
　今回の講演では、インプラント治
療で起こるトラブルについて、各治
療ステップに分けて考察した。

初　診
① 口腔の解剖：患者は、歯槽骨の存
在と、骨は生きていることを知ら
ない。

② 治療の原理：患者は、骨結合の獲
得と維持が、生体の反応で起こる
ことを知らない。

③ 治療の概要：患者は、骨量と骨質
に個人差があることを知らない。

④ 治療の概算：患者は、治療費がど
のように決定されるかを知らな
い。

⑤ 保証期間：患者は、インプラント
治療が恒久的ではないことを知ら

ない。
ポイント
　初診時に、インプラント治療の正
しい知識を説明し、理解できた患者
のみに治療を行う。また、治療前の
患者は、インプラントは10年以上機
能すると考えている（図１）。つま
り、10年未満でインプラントに不具
合が起こった場合、歯科医師に対す
る不信感が生じ、人間関係のトラブ
ルに発展する可能性がある。したが
って、初診時の患者教育は、非常に
重要と考えられる。

審査・診断
① 全身チェック：健康診断データや
主治医照会で、客観的に全身状態
を把握する。
② CT画像：欠損部位の病変や骨量
を３次元的に診断し、安全な治療
計画を立てる。
③ クリアランス：クリアランス不足
で上部構造を作製できなければ、
治療を完結できずにトラブルにな
る。
ポイント
　糖尿病は、インプラント治療の天
敵である。血糖値のコントロールが
不良な患者では、骨結合が獲得され
ない可能性や、インプラント体周囲
骨の吸収が生じるリスクがある。ま
た、上部構造の装着により咀嚼能が
向上し、血糖値のコントロールが不
良になるリスクがある。さらに、メ
インテナンス中に糖尿病を発症する

可能性もあるため、糖尿病のリスク
を患者に説明することは重要と考え
られる。

１次手術
① 補綴治療に理想的な部位と方向に
インプラント体を埋入し、骨結合
を獲得させる。
② インプラント体の初期固定は、骨
結合獲得の絶対的条件。
③ オーバーヒートを避けるため、生
理食塩液の注水とピストン運動が
重要。
④ インプラント体を隣在歯の歯根に
接触させない。
⑤ 皮質骨が薄い場合は、インプラン
ト体の顎骨内迷入に注意する。
ポイント
　インプラント体を３次元的に正確
な方向に埋入することは、錯覚との
たたかいで非常に難しい。３次元的
な方向は、起始点、近遠心的角度お
よび頬舌的角度によって決定され、
３点で決まる。演者は、診断用ステ

ントを用いて石膏模型に金属棒を植
立し、術前に20回以上のイメージト
レーニングを行っている。

治癒期間
① インプラント体表面に新生骨が形
成され、骨結合が獲得される。
② 生体の反応で骨結合が獲得される
ため、演者は治癒期間を短縮しな
い。
ポイント
　近年、治療期間を短縮することが
トレンドと認識されているが、骨結
合が獲得されなかった場合の代償は
非常に大きい。また、インプラント
治療に終診はなく、一生涯患者と付
き合わなくてはならない。したがっ
て、演者は、数カ月の治療期間の短
縮に価値があるとは考えていない。
　一方、患者は早期の咀嚼能回復を
希望するため、どのように骨結合が
獲得されるのかを理解していなけれ
ば、治癒期間に対して不満を訴える
場合が多い。 （つづく）

芦屋市・野阪口腔外科クリニック　院長　　野阪　泰弘先生講演

成功例ではわからない!!
インプラントのトラブルは何故起こるのか？（上）

　2020年に保険医年金を解約された方は、利息を一時所得として申告
する必要があります。また、年金として受給中の方は、１月初旬に大
樹生命より送付された「生命保険契約にもとづく年金のお支払内容報
告書」（はがき）を参照の上、雑所得の申告をしてください。

　保険医年金は一般生命保険料控除（旧制度）の対象です。「生命保
険料控除証明書」は、昨年11月にお送りした積立金通知書に記載され
ています。
　積立年金「DefL（デフエル）」の「一般型」は一般生命保険料控除
（新制度）、同「DefL（デフエル）」の「個年型」は個人年金保険料
控除（新制度）の対象となります。「生命保険料控除証明書」は昨年
10月に各ご加入者宛に送付しております。

〈保険医年金の申告額の計算〉
一時所得＝（一時金受取額－払込掛金－50万円）×２分の１
雑所得＝年間支払額－年間必要経費（対応する掛金額） 

※他に一時所得や雑所得がある場合は、それぞれ合算して申告してください。

お問い合わせは、共済部　☎078－393－1805まで

2020年に保険医年金を解約、または 　2020年に保険医年金を解約、または 　
年金受給された方は申告をお忘れなく年金受給された方は申告をお忘れなく

生命保険料控除の申告について生命保険料控除の申告について


